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「苧麻畑の焼畑」
～地元の伝統文化を体験する～
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南魚沼市で輝くひと（第８回） 　千
ち

喜
き

良
ら

たまきさん
今回お話しを伺ったのは、旧大和町出身の千喜良たまきさん。東京からＵターンし、現在は栄養士と

して、栄養相談や自宅での田植え体験ツアーを企画するなど、幅広い分野で活躍されています。
Ｑ．Ｕターンするまでの経歴を簡単に教えてください。
Ａ．高校卒業後に東京の栄養士養成学校に進学しました。その後、東京で就職

し、商品開発や雑誌のレシピ作成などの栄養士の仕事をしていました。
Ｑ．現在はどういった活動をしているのですか。
Ａ．どこかに所属せず、フリーの栄養士として活動しています。糖尿病重症化

予防で市民のお宅訪問や料理教室、企業の社員向け研修で食事についての
講演を行うなど、対象者を問わず、食事から健康をサポートしています。 

Ｑ．Ｕターンを決めたきっかけは？
Ａ．東京での仕事でいろいろな角度から「食」を見たときに、自分が食べている物がどうやって作ら

れているのか、農業をもっと消費者に伝えたいと思うようになりました。都内でも南魚沼は米ど
ころとして知られていたので、農業なら南魚沼が一番いいのかなと思い、帰ってきました。

Ｑ．人生のターニングポイントは？
Ａ．24歳の時に行った沖縄で、どの飲食店でも置いていないと地元のお客さんが怒る沖縄の郷土料

理があると聞きました。そこから郷土料理について考えるようになり、南魚沼ではお盆に棒
ぼ う

鱈
だ ら

を
食べるなど、食文化が地域や家庭単位で根付いていることに気づきました。食文化は農作物との
関わりも強く、そういった食文化が残っている南魚沼はすごいと気づきました。

Ｑ．大切にしていることはなんですか？
Ａ．気になることは、何事もやってみて経験するようにしています。南魚沼では、人との繋

つな

がりが楽
しいことを生むので、Ｕターンしてからは、インターネットの情報よりも人との出会いを大切に
しています。仕事の面では、フリーの栄養士はこの地域になじみがなく、まだまだ仕事を創り出
している状況です。自分がやりたいことを周りに話すだけでは伝わらないので、実際に形にして
ブログで発信し、活動を伝えています。

Ｑ．Ｕターンしてよかったことは？
Ａ．市内を移動していると、山や雪など時々ものすごくきれいな景色に出会うことがあり、とても感

動します。日常生活でそのような景色があることがすばらしいと思います。
Ｑ．子どもたちに伝えたいことは？
Ａ．「もっと畑に行ってみよう！」です。季節ごとに育つ野菜から旬を知っ

たり、自分が食べている野菜がどういう風に育つのかを知ってほしいで
す。全ての苗が順調に育つわけではないと知る中で、食べ物について考
えるようになり、農薬を使う意味や自分の命について考えるきっかけに
なると思います。

Ｑ．夢はなんですか？
Ａ．「南魚沼にくると健康になれる」という風になったらいいなと思ってい

ます。食材が豊富で、市内には酒蔵や麹
こうじ

屋があり発酵の食文化が身近に
残っています。また、県内でも在宅医療が進んでおり、市の規模がコン
パクトだからこそ病院と栄養士が連携しやすい地域です。南魚沼は食の
面から健康になれる大きな可能性を秘めていると思います。

Ｑ．これから南魚沼に暮らそうと考えている人に一言。
Ａ．南魚沼は何もないといわれますが、何もないからこそ、この地域の人は

川や山の自然を使って遊び、昔から自分で何でも作り出してきた場所で
す。自分でやりたいと思えば、起業でも何でもできる所です。ぜひ、南
魚沼を楽しむ気持ちをもって暮らしてみてください。

「住まう歓びを感じるまち 南魚沼市」を考える
多世代の市民全員が輝き　健康で快適に暮らせ　若者の期待に応えられるまち

【問合せ・申込み】Ｕ&Ｉときめき課　☎773－6659

シリーズ「南魚沼に暮らす」16
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国際大学留学生 お国自慢コーナー シリーズ
第63回
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～ boast of my country ～

私の国はこんなところ
　赤道ギニアは、アフリカの小さな国で、アフリ
カでは唯一公用語がスペイン語です。また、アフ
リカ第３の産油国です。私は、国際大学初の赤道
ギニア人学生としてやって来ました。ビオコ島に
ある首都マラボ出身で、ブビ族です。民族は全
部で６のグループがあり、民族によって異なっ

た料理を作るので、国全体ではさまざまな料理があります。私のブビ族は
パーム油を使った野菜スープをよく食べます。観光地はバジーレ山（標高
3,011m）や、珍しい品種の動物が多数生息するモンテアレン国立公園、ま
た、白砂のビーチがあるアンノボン島、コリスコ島があります。

南魚沼市に住んで感じたこと
　南魚沼での一番の体験は、街が自然と調和し、豪雪を生き抜く伝統や技術、
知恵を見たことです。例えば、消雪パイプや木の雪囲いにはとても驚きまし
た。浦佐毘沙門堂裸押合大祭や火渡り祭など伝統的な祭りに参加したことも
いい思い出ですが、スキー、スノーボード、温泉が最高の思い出です。鮨

すし
、

天ぷら、おにぎり、特に冬に食べるラーメン、うどんが好きです。

赤道ギニア共和国
［公用語］スペイン語
［首　都］マラボ
［面　積］28,051㎢（141位）
［人　口］676,000人（163位）
［GDP（PPP）］223億ドル（108位）
［通　貨］CFAフラン（XAF） 
※GDPは国内総生産のことで、購買力平価

説（PPP）により算出した数値です

夏
祭
り
が
や
っ
て
く
る

大
河
ド
ラ
マ
『
天
地
人
』
で
仙せ

ん

桃と
う

院い
ん

を
演
じ
た
高
島
礼
子
さ
ん
が
、
今
月
放

送
の
番
組
ロ
ケ
で
、
市
役
所
に
来
庁
さ

れ
ま
し
た
。
な
ん
と
い
っ
て
も
長
尾
政

景
公
の
正
室
に
し
て
、
景
勝
公
の
ご
母

堂
様
。
美
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
聡
明
さ

を
感
じ
さ
せ
る
お
話
し
ぶ
り
や
品
の
あ

る
オ
ー
ラ
。
大
女
優
と
は
か
く
も
あ
る

か
、
と
唸
り
ま
し
た
。「
ご
縁
あ
っ
て

ご
は
ん
は
毎
日
南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

で
す
」の
お
話
に
一
同
感
激
。
同
時
に
、

あ
の
放
映
と
大
フ
ィ
ー
バ
ー
か
ら
９
年

も
た
つ
の
か
と
の
思
い
も
。

来
年
は
直
江
兼
続
公
の
没
後
４
０
０

年
。
年
忌
で
あ
る
今
年
、
山
形
県
米
沢

市
で
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
宝
物
展
な
ど

が
盛
大
に
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
メ
イ
ン

と
な
る
５
月
の
上
杉
ま
つ
り
に
歴
史
親

善
友
好
都
市
の
市
長
と
し
て
招
か
れ
ま

し
た
。
謙
信
公
出
陣
の
儀
と
伝
わ
る

「
武ぶ

禘て
い

式し
き

」
の
再
現
な
ど
戦
国
絵
巻
が

シ
ョ
ー
ア
ッ
プ
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者

を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
「
米
沢
藩
古
式
砲
術
保
存

会
」
の
み
な
さ
ん
が
、
兼
続
公
ま
つ
り

で
も
毎
年
大
迫
力
の
砲
術
を
魚
野
川
河

川
敷
で
ご
披
露
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
演
武
は
、
日
中
を
避
け
涼
し
く

人
出
も
多
く
な
る
花
火
大
会
前
の
夕
方

に
ご
披
露
い
た
だ
き
ま
す
。
来
年
は
、

大
河
の
フ
ィ
ー
バ
ー
か
ら
10
年
目
、

４
０
０
年
の
好
機
。
折
よ
く
国
指
定
史

跡
の
坂
戸
城
跡
の
石
垣
修
理
工
事
が
完

了
予
定
。
お
披
露
目
や
記
念
事
業
を
考

え
た
い
。
米
沢
市
に
あ
る
宝
物
の
貸
し

出
し
協
力
を
中
川
米
沢
市
長
に
打
診
し

ま
し
た
。
上
越
市
の
春
日
山
と
坂
戸
を

結
ぶ
歴
史
を
偲し

の

ぶ
上
杉
軍
道
。
こ
の
ラ

イ
ン
を
ほ
く
ほ
く
線
が
走
る
。
地
域
を

あ
げ
て
観
光
ア
ピ
ー
ル
も
で
き
る
の
で

は
。
顕
彰
と
継
承
を
め
ざ
し
て
新
た
な

始
ま
り
に
位
置
付
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

各
地
区
で
夏
祭
り
が
は
じ
ま
り
ま

す
。
威
勢
の
よ
い
声
や
美
し
い
花
火
な

ど
が
南
魚
沼
の
夏
を
彩
る
で
し
ょ
う
。

祭
り
の
思
い
出
は
私
に
も
。
小
遣
い
を

も
ら
い
指
折
り
待
っ
た
幼
き
日
。
着
て

ゆ
く
服
に
迷
っ
た
思
春
期
の
こ
ろ
。
学

生
暮
ら
し
の
他
町
の
祭
り
に
味
わ
っ
た

望
郷
の
念
。
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た

よ
う
な
気
分
を
味
わ
っ
た
若
衆
の
こ

ろ
。
子
ど
も
を
肩
車
し
て
露
店
を
巡
っ

た
父
親
に
な
り
た
て
の
こ
ろ
。
い
ろ
ん

な
思
い
出
が
人
そ
れ
ぞ
れ
に
。
す
ば
ら

し
い
夏
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

赤道ギニア共和国 ミゲル エンジェル ボォレテ ボォルプ さん
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８月１日から使用する国民健康保険・
後期高齢者医療制度の保険証を送付します

【問合せ】　市民課 国保年金係　☎773－6661

　保険証の記載内容を確認し、大切に保管してください。７月31日㈫までに届かない場合や、記載内容に
誤りがある場合は、国保年金係にご連絡ください。

●７月下旬に世帯分をまとめて、世帯主あてに普
通郵便で送付します。

●すでに社会保険などに加入している人は、国民
健康保険をやめる手続きをしてください。

　職場を退職し、社会保険などに加入していない
人は、国民健康保険に加入する手続きをしてく
ださい。

　 窓口  市民課、大和・塩沢市民センター
●70〜74歳の人は、保険証に「高齢者受給者証

一部負担割合」が表示されています。

●７月下旬に一人ひとりに普通郵便で送付しま
す。

●「減額認定証」がすでに交付されている人には、
８月から使用する新しい認定証を７月下旬に送
付します。

国民健康保険に加入のみなさん 後期高齢者医療制度に加入のみなさん

新しい保険証はベージュです 新しい保険証は桃色です

　保険証の送付は普通郵便で行っていますが、希望する人には簡易書留郵便で送付します。希望者は、
下記の窓口にお申し込みください。
　申請書は窓口に用意してあります。（市ウェブサイトからダウンロード可）
窓口  市民課、大和・塩沢市民センター　　　 締切り  ７月13日㈮
対象  国民健康保険・後期高齢者医療制度
注意事項

・電話での受付はできません。窓口か郵送でお申し込みください。
・簡易書留郵便は、受け取りの際に受領印が必要です。不在などが続き、郵便局での保管期間が過ぎ

ると市役所に返送されます。

保険証の送付方法
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後期高齢者医療制度
【問合せ】　市民課 国保年金係　☎773－6661

保険証の自己負担割合
　毎年、同一世帯の後期高齢者医療制度加入者の前年度所得に応じて、医療費の自己負担割合を判定します。
７月下旬に送付する新しい保険証に記載されている自己負担割合（１割か３割）は、８月１日㈬から１年
間適用されます。
１割負担となる人
　同一世帯の後期高齢者医療制度の加入者の中に、市・県民税課税所得が145万円以上の人がいない場合
３割負担（現役並み所得者）となる人
　同一世帯の後期高齢者医療制度の加入者の中に、市・県民税課税所得が145万円以上の人がいる場合
※市・県民税課税所得が145万円以上の人がいる場合でも、世帯の収入・所得状況が基準額未満であれば、

申請により１割負担となります。該当すると思われる人に、市民課から通知書を送付します

平成30年度の保険料と納付方法
　７月中旬に、年間保険料額の通知書を送付します。
　保険料の納付方法は、「特別徴収（年金天引き）」「普通徴収（納付書か口座振替）」「最初は普通徴収で
10月から特別徴収に切り替わる場合」の３通りです。納付方法はそれぞれ異なります。７月中旬に届く通
知書をご確認ください。

※年度途中で、納付方法が納付書や口座振替から年金天引きに変わる人がいます。その場合、年間保険料
から、納付書や口座振替による納付済額を差し引いた残額を納めていただきます。年間保険料の合計額
は変わりません

　10月〜平成31年２月の納付額は、確定した年間保険料から、４月〜８月の納付額を差し引いた残額を
納めていただきます。

時　期 ４月 ６月 ８月 10月 12月 平成31年２月
方　法 天引き 天引き 天引き 天引き 天引き 天引き

特別徴収…年金から天引きで納める人

　年間保険料額を、７月〜平成31年３月に分けて納めていただきます。
　月々の保険料額は、通知書に記載されています。

時　期 ４月～６月 ７月～平成31年３月
方　法 納付なし 納付書か口座振替

普通徴収…７月から納付書か口座振替で納める人

　納付方法を変更する場合は、市民課と金融機関の両方で手続きが必要です。詳しくは、国保年金係
にお問い合せください。
手続きに必要なもの　振替口座の情報（口座番号など）、通帳の届出印、保険証
※家族の口座からの振替にすると、社会保険料控除は実際に負担をした口座の名義人に適用されます。

このため、世帯全体の所得税や市・県民税額に影響する場合があります。ご注意ください

納付方法の変更 保険料を年金天引きから口座振替に変更できます
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国民健康保険・後期高齢者医療制度 高額療養費限度額区分が変わります
【問合せ】　市民課　国保年金係　☎773－6661

　８月１日㈬から、70歳以上の人の高額医療費自己負担限度額が次のように変わります。

現行 
７月31日㈫まで 

所得区分

８月１日㈬から 
所得区分

自己負担限度額

外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み
所得者 ➡

課税所得
690万円以上

252,600円＋（医療費－842,000円）×１％
【多数回該当140,100円】

課税所得
380万円以上

167,400円＋（医療費－558,000円）×１％
【多数回該当93,000円】

課税所得
145万円以上

80,100円＋（医療費－267,000円）×１％
【多数回該当44,400円】

一般 一般
（保険証１割・２割で市・県民税課税）

18,000円
（年間上限14.4万円）※

57,600円
【多数回該当44,400円】

低所得Ⅱ 低所得Ⅱ
（市・県民税非課税：所得あり）

8,000円
24,600円

低所得Ⅰ 低所得Ⅰ
（市・県民税非課税（所得なし） 15,000円

※年間上限額は、８月〜平成31年７月の累計額に対して適用となります。病院・診療所、歯科の区別はなく、小
額の自己負担も合算します。調剤薬局の自己負担も含めて合算します。入院時の食事代や差額ベッド代は対象
外です

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
市
民
課 

国
保
年
金
係

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

−

６
６
６
１

国
民
健
康
保
険

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

更
新
手
続
き
は
８
月
１
日
㈬
か
ら
受
付

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
市
民
課 

国
保
年
金
係

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

−

６
６
６
１

上
手
な
医
療
の
か
か
り
方

　

現
在
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
お
持

ち
で
、
引
き
続
き
必
要
な
人
は
、
８
月
中

に
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の

　

保
険
証
、
印
鑑
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
通

知
カ
ー
ド
か
個
人
番
号
カ
ー
ド
）

申
請
先　
市
民
課 

国
保
年
金
係
、
大
和
・

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

か
か
り
つ
け
医
・
か
か
り
つ
け
薬
局
を
持

ち
ま
し
ょ
う

　

か
か
り
つ
け
医
は
、
病
歴
や
体
質
の
把

握
が
で
き
る
た
め
、
よ
り
効
果
の
高
い
治

療
が
で
き
ま
す
。
健
康
管
理
全
般
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
し
て
く
れ
る
の
で
、
日
ご
ろ
か

ら
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

薬
局
も
か
か
り
つ
け
を
決
め
て
お
く
と
、

薬
の
飲
み
方
な
ど
、
適
切
な
指
導
を
受
け

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診

す
る
と
、
検
査
・
処
置
・
投
薬
な
ど
を
や

り
直
す
た
め
、
医
療
費
や
時
間
が
か
か
り

ま
す
。

　

ま
た
、
注
射
や
投
薬
の
重
複
で
副
作
用

が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
気
に
な
る
こ

と
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

年
に
一
度
は
健
康
診
断
を
受
け
、
病
気
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
　

健
診
を
受
け
る
こ
と
で
病
気
を
早
期
に

発
見
し
、
早
期
治
療
や
医
療
費
の
削
減
に

つ
な
が
り
ま
す
。
集
団
検
診
や
人
間
ド
ッ

ク
を
毎
年
受
け
ま
し
ょ
う
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）

は
、
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
と
同
一
の
有

効
成
分
を
含
み
、
効
き
目
や
安
全
性
が
同

等
で
あ
る
と
国
か
ら
認
め
ら
れ
た
安
価
な

薬
で
す
。
処
方
の
希
望
を
医
師
・
薬
局
に

伝
え
や
す
い
よ
う
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
希
望
シ
ー
ル
」
を
保
険
証
更
新
時
に
同

封
し
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
推
進
の

た
め
、
一
定
の
条
件
を

満
た
し
た
人
に
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額

通
知
を
年
３
回
（
７
月
・

11
月
・
３
月
）
通
知
し

て
い
ま
す
。
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【
問
合
せ
】商
工
観
光
課

　
　
☎
７
７
３

−

６
６
６
５

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
市
民
課 
市
民
係

　
　
☎
７
７
３

−

６
６
６
１

【
問
合
せ・申
込
み
】

介
護
保
険
課 

介
護
保
険
係

　
　
☎
７
７
３

−

６
６
７
５

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
子
育
て
支
援
課 

保
育
班

　
　
☎
７
７
３

−

６
８
２
２

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
募
集
）
南
魚
沼
市

産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
は
お
早
め
に

社
会
福
祉
法
人
な
ど
に
よ

る
利
用
者
負
担
軽
減
制
度

ふ
れ
あ
い
体
験

保
育
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

少
子
高
齢
化
や
労
働
力
人
口
の

減
少
が
進
む
中
で
、
今
後
の
地
域

経
済
の
持
続
的
な
発
展
を
図
る
た

め
、
農
業
、
林
業
、
畜
産
業
、
水

産
業
、
観
光
業
、
商
業
、
工
業
の

各
産
業
が
連
携
し
、
一
体
と
な
っ

て
地
域
を
活
性
化
し
て
い
く
方
向

性
を
示
す
「
南
魚
沼
市
産
業
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

平
成
30
年
～
39
年
の
10
年
間
の

基
本
と
な
る
計
画
を
策
定
す
る
過

程
で
、
み
な
さ
ん
の
意
見
を
計
画

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
、

市
の
考
え
方
と
と
も
に
公
表
し

ま
す
。
た
だ
し
、
個
々
の
意
見

に
直
接
回
答
は
し
ま
せ
ん
。
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

閲
覧
・
意
見
募
集
期
間

７
月
９
日
㈪
～
31
日
㈫

閲
覧
窓
口

・
商
工
観
光
課
、
大
和
・
塩
沢
市

民
セ
ン
タ
ー

・
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
南
魚
沼

市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
案
」
で

検
索
）

意
見
の
提
出
方
法

住
所
、
氏
名
を
明
記
し
、「
南

魚
沼
市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
案
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
と
記
入
し

て
、
次
の
方
法
で
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

①
窓
口
に
持
参

　

閲
覧
窓
口
に
、
書
面
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

②
郵
送　
〒
９
４
９

−

６
６
９
６

南
魚
沼
市
六
日
町
１
８
０
番
地

１南
魚
沼
市
役
所 

商
工
観
光
課

あ
て

③
Ｆ
Ａ
Ｘ　
７
７
３

−

６
７
１
０

　
「
商
工
観
光
課
あ
て
」
と
ご
記

入
く
だ
さ
い

④
メ
ー
ル　

syoukou-s@

　

city.m
inam

iuonum
a.lg.jp

７
・
８
月
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
申

請
窓
口
が
混
み
合
い
ま
す
。
パ
ス

ポ
ー
ト
の
受
け
取
り
は
、
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
き
、
受
付
日
か

ら
８
日
か
か
り
ま
す
。
早
め
の
申

請
を
お
勧
め
し
ま
す
。

低
所
得
で
生
活
が
困
難
な
人
に

対
し
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
負

担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

軽
減
を
希
望
す
る
人
は
、
介
護

保
険
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
引

き
続
き
軽
減
を
希
望
す
る
人
も
手

続
き
が
必
要
で
す
。

対
象
者

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
世
帯

の
年
間
収
入
、
預
貯
金
、
扶
養
な

ど
の
要
件
を
満
た
し
、
生
計
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
人

軽
減
額

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

負
担
額
、
食
費
、
居
住
費
・
滞
在

費
の
25
％
（
老
齢
福
祉
年
金
受
給

者
は
50
％
）

生
活
保
護
の
受
給
者
は
居
住

費
・
滞
在
費
の
み
軽
減
、
軽
減
率

１
０
０
％

対
象
サ
ー
ビ
ス

・
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

・
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

・
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所

※
総
合
事
業
（
従
前
相
当
の
訪
問

介
護
・
通
所
介
護
）・
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
も
含
む

対
象
の
社
会
福
祉
法
人
な
ど

・
南
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
訪
問
介
護
事
業
所
）

・
南
魚
沼
福
祉
会
（
み
な
み
園
、

ま
い
こ
園
、
ゆ
の
さ
と
園
、
つ

む
ぎ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）

・
石
打
福
祉
会
（
百
花
園
）

・
若
葉
会
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ゆ
き

つ
ば
き
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
つ
ば

き
園
）

・
魚
沼
地
域
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
組
合
（
八
色
園
）

・
雪
国
ボ
ラ
ン
ト
ピ
ア
（
マ
イ
ト

ー
ラ
）

・
苗
場
福
祉
会
（
こ
こ
ろ
の
杜
、

健
康
倶
楽
部
つ
ど
い
な
ど
）

・
泉
の
会
（
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
遊
楽
園
）

・
曙
会
（
坂
戸
楽
生
園
）

・
八
海
福
祉
会
（
雪
椿
の
里
）

・
桐
鈴
会
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
桐

の
花
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
鈴
懸
お

は
よ
う
ヘ
ル
プ
）

夏
休
み
に
保
育
園
で
ふ
れ
あ
い

体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

期
間　
８
月
１
日
㈬
～
24
日
㈮
の

希
望
す
る
期
間

※
土
・
日
曜
日
、
14
日
㈫
～
16
日

㈭
を
除
く

対
象　
市
内
在
住
か
、
市
出
身
の

中
学
生
、
高
校
生
、
大
学
生
な

ど
会
場　
市
営
保
育
園
17
施
設

※
各
園
で
一
日
の
受
入
れ
は
４
人

ま
で

費
用　保

険
料
：
２
０
０
円
（
年
額
）

給
食
な
ど
：
２
６
０
円（
日
額
）

申
込
み　

子
育
て
支
援
課
、
大

和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
、
希

望
す
る
保
育
園

※
申
込
用
紙
は
、
市
内
中
学
校
、

近
隣
の
高
校
、
市
営
保
育
園
、

子
育
て
支
援
課
、
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー
に
用
意
（
中
学

生
、
高
校
生
は
学
校
で
取
り
ま

と
め
ま
す
）

締
切
り　
７
月
13
日
㈮

⑤
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　
入
力
フ
ォ

ー
ム
に
入
力
し
、
送
信

※
電
話
や
口
頭
な
ど
、
記
録
に
残

ら
な
い
方
法
で
は
受
け
付
け
ま

せ
ん
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パソコンで何かやっていた子どもが、「何か足がグニュッとする」と言いました。私は台所にいて、
板の間だったから何も感じなかったのですが、子どもたちが「あれっ、何か畳がおかしい」とか言っ
ていました。 私は「えーっ！」と言って、バッと玄関をあけてみたら、水がこう、下から畳を押し
上げていたわけですよ。

これ、ふつうじゃないよということで、息子と主人は、データが失われるとか言いながら、パソ
コンを２階に運びました。それから、デジタルカメラは上に上げなきゃとか、家中大騒ぎになりま
した。

地震と違って水は静かに来るんですね。家の中にいた私たち
は、周りがそんなに恐ろしいことになっているなんて、全然気
がついていませんでした。

大雨のときはラジオを聞くなりして、もっと積極的に情報を
集めておけばよかったなと思っています。

【問合せ】　総務課 防災庶務班　☎773－6660

お母さん、足がグニュっとする ～水が畳を押し上げた～　
新潟・福島豪雨（平成16年７月）（三条市 災害当時40代 女性）

一日前プロジェクト 災 に害 備 えて

【
問
合
せ
】　

　
下
水
道
課 
下
水
道
業
務
係

　
　
　
　
　
☎
７
７
４

−

２
７
４
０

　
（
公
財
）新
潟
県
下
水
道
公
社

　
☎
０
２
５

−

２
７
１

−

１
１
５
１

【
問
合
せ
】　
環
境
交
通
課　

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

−

６
６
６
６

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
認
定
試
験
と
受
験
講
習
会

シ
ニ
ア
カ
ー
は
安
全
に
利
用
し
ま

し
ょ
う

受
験
資
格

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
土
木
・
建
築
関
係
な
ど
の
専
門
課
程
を

卒
業

②
高
校
卒
業
以
上
で
実
務
経
験
が
１
年
以

上
あ
る

③
実
務
経
験
が
２
年
以
上
あ
る

受
付
期
間　
７
月
２
日
㈪
～
７
月
20
日
㈮

受
付
窓
口

　

下
水
道
課
、
市
民
課
、
大
和
・
塩
沢
市

民
セ
ン
タ
ー

※
申
込
書
は
各
受
付
窓
口
に
あ
り
ま
す

受
験
講
習

中
越
会
場

期
日　
９
月
20
日
㈭

会
場　
ハ
イ
ブ
長
岡
〔
長
岡
市
千
秋
〕

下
越
会
場

期
日　
９
月
21
日
㈮

会
場　
新
潟
県
建
設
会
館
〔
新
潟
市
新
光

町
〕

受
講
料　
５
、
０
０
０
円
（
別
途
資
料
代

が
必
要
）

認
定
試
験

期
日　
11
月
18
日
㈰

受
験
料　
３
、
０
０
０
円

中
越
会
場　
西
山
町
い
き
い
き
館
〔
柏
崎

市
西
山
町
〕

下
越
会
場　
新
潟
県
建
設
会
館
〔
新
潟
市

新
光
町
〕

シ
ニ
ア
カ
ー
は
道
路
交
通
法
で
「
歩
行

者
」
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
右
側
通
行
を

行
い
、
歩
道
の
あ
る
場
合
は
歩
道
を
通
り

ま
し
ょ
う
。
歩
道
が
な
い
道
路
で
は
車
な

ど
に
注
意
し
、
右
端
を
慎
重
に
運
転
し
て

く
だ
さ
い
。

一
時
停
止
や
左
右
の
安
全
確
認
な
ど
も

大
切
で
す
。
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守

っ
て
正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
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テ
ー
マ
展
示

『
夏
を
元
気
に
乗
り
切
ろ
う
！
』

　

暑
い
夏
を
快
適
に
過
ご
す
た
め

の
本
（
夏
の
衣
・
食
・
住
、
夏
バ

テ
防
止
や
熱
中
症
対
策
な
ど
）
を

紹
介
し
ま
す
。

『
読
書
の
夏
！
』

　

も
う
少
し
で
夏
休
み
で
す
。

小
・
中
学
生
、
高
校
生
に
オ
ス
ス

メ
の
「
夏
に
読
み
た
い
本
」
を
紹

介
し
ま
す
。
ま
た
、
読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
図
書
も
用
意

し
て
い
ま
す
。

『
夏
休
み
宿
題
お
た
す
け
本
』

　

夏
休
み
の
自
由
研
究
や
工
作
に

役
立
つ
本
を
展
示
し
ま
す
。

　

人
気
の
展
示
で
す
。
お
早
め
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

『
海
の
日
』

　

７
月
16
日
は
海
の
日
で
す
。

　

海
の
生
き
物
な
ど
海
に
ま
つ
わ

る
本
を
紹
介
し
ま
す
。

『
直
江
兼
続
』

　

７
月
17
日
㈫
か
ら
３
日
間
、
兼

続
公
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
直

江
兼
続
公
に
関
連
し
た
図
書
を
展

示
し
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
ス
ペ
シ
ャ
ル

夏
休
み
自
由
研
究
に
生
か
そ
う
！

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
科
学
教
育
番
組
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
３
日
に
分
け
て
上
映
し
ま

す
。

『
大
科
学
実
験
１
』（
80
分
）

日
時　
７
月
７
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時
20
分

『
大
科
学
実
験
２
』（
80
分
）

日
時　
７
月
14
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時
20
分

『
大
科
学
実
験
３
』（
90
分
）

日
時　
７
月
21
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

対
象　
小
学
生
以
上

プ
ラ
チ
ナ
デ
イ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

「
紙
屋
悦
子
の
青
春
」

　

戦
争
に
引
き
裂
か
れ
た
恋
と
、

庶
民
の
日
常
を
描
い
た
黒
木
和
雄

監
督
の
作
品
を
上
映
し
ま
す
。
出

演
者
、
原
田
知
世
・
永
瀬
正
敏

日
時　
７
月
12
日
㈭

　

午
前
10
時
～
正
午

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

対
象　
一
般
・
高
齢
者

お
は
な
し
の
じ
か
ん

日
時　
７
月
８
日
㈰

　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

絵
本
の
へ
や

　

乳
幼
児
向
け
の
楽
し
い
絵
本

の
、
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

期
日　
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分

※
７
月
４
日
㈬
「
た
な
ば
た
会
」

た
な
ば
た
飾
り
作
り
。
琴
の
音

に
合
わ
せ
一
緒
に
歌
お
う

会
場　
図
書
館 
多
目
的
室

対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者

出
演　
ふ
う
せ
ん
の
会

読
書
の
つ
ど
い

あ
つ
～
い 

な
つ
！

日
時　
７
月
21
日
㈯

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

テ
ー
マ　
「
な
つ
」

内
容　
大
型
絵
本
「
あ
り
と
す
い

か
」、ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
「
花

火
」「
大
き
な
古
時
計
」、
本
の

紹
介
、
工
作
「
く
る
く
る
凧
コ

プ
タ
ー
」
ほ
か

出
演　
ふ
う
せ
ん
の
会

対
象　

　

幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者
ほ
か

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

サ
マ
ー
リ
ー
ス
を
つ
く
ろ
う
！

　

紙
皿
を
ス
タ
ン
プ
や
シ
ー
ル
な

ど
で
飾
り
、
リ
ー
ス
を
作
ろ
う
。

日
時　
７
月
27
日
㈮

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場　
大
和
公
民
館

内
容　

手
袋
人
形
、
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
、
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
手
遊
び
、
歌
、
工
作
な

ど
対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者

参
加
費　
無
料
（
予
約
不
要
）

巡
回
図
書
、ご
利
用
く
だ
さ
い

　

６
月
21
日
㈭
に
大
和
図
書
室
の

巡
回
図
書
を
２
０
０
冊
入
れ
替
え

ま
し
た
。
次
回
、
塩
沢
図
書
室
は

７
月
19
日
㈭
に
入
れ
替
え
予
定
で

す
。

月～金9：30～20：00（土日祝日19：00まで）
休館：５日㈭、19日㈭ （図書整理日）

南魚沼市

☎777-4671　火～日 9：00～19：00 休館：２
日㈪、９日㈪、17日㈫

大　和

☎782-0100　9：00～20：00（月土日祝日17：00
まで） ７月は毎日開館します

塩　沢

７月の開館日時

【申込み・問合せ】
南魚沼市図書館
☎773︲6677

みんなの図書館

「
夏
休
み
に
図
書
館
の
仕
事

を
体
験
し
よ
う
！
」

夏
休
み
子
ど
も
図
書
館
員
募
集

　

１
日
図
書
館
員
と
し
て
本

の
貸
出
な
ど
の
仕
事
を
体
験

し
た
い
人
を
募
集
し
ま
す
。

内
容　図

書
館
内
の
見
学
、
本
の

貸
出
や
返
却
、
本
棚
の
整

理
な
ど

期
日　
７
月
27
日
㈮
、
30
日

㈪
、
８
月
７
日
㈫

時
間　
午
前
９
時
～
正
午

対
象　
小
学
４
～
６
年
生

　

（
市
内
在
住
・
在
学
者
）

定
員　
各
４
人（
１
人
１
回
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

締
切
り　
７
月
18
日
㈬

申
込
み　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク

ス（
７
８
８

−

０
３
４
０
）

で
図
書
館
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

まなびのひろば



市報 みなみ魚沼　平成30年7月1日発行 10

城内さんぽ～私の宝物～  日本画などを展示。
市民ギャラリー  古藤美智子 草木染め展

ラウンジ展 ７月 ［観覧無料］　

☎775-3646　℻ 775-3650　URL http://www.6bun.jp/white/
¥  一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

トミオカホワイト美術館
開館９：00～17：00 （入館終了16：30） 

７月の休館：毎週水曜日、７日㈯、19日㈭、20日㈮

期間　７月17日㈫まで
　大作「越後平野」「雪・信濃川」
などを展示。７月21日㈯からは、風・
雲シリーズを中心とした「空と風の
詩
うた

」を開催。
ジュニア学芸員鑑賞ガイド
日時　７月８日㈰　13：30〜　
　八海中学校の生徒が行う美術館ガイドです。

富岡惣一郎「越後の風景」
市民無料の日：８日㈰、28日㈯

「妙高・火打」

期間　７月７日㈯〜11月18日㈰
　所蔵品の中から「水」をテーマにした作品を展示。
棟方志功作品や、教科書で見たことがある有名な作
品も展示します。

［JR六日町駅１階］☎770-1173　 ¥  一般500円／小中高250円
URL http://www.m-uonuma.jp/m-artstation/

棟方志功アートステーション
開館９：00～17：00（入館終了16：30）

７月の休館：１日㈰～６日㈮

雨・雲・雪・川・海～流転する水のかたち～

☎ 780-4080　℻ 777-3815　URL http://www.ikedaart.jp
¥  一般500円／高校生以下（無料）

池田記念美術館
開館９：00～17：00 （入館終了16：30）

７月の休館：毎週水曜日、17日㈫、19日㈭、20日㈮

「星野健
けん

司
じ

彫刻展　不可思議の森」
期間　７月16日（月・祝）まで
　70年代の「不可思議の森」シリーズから「ライ
ダー・トリックスター」などの人体彫刻まで、集大
成の展覧会。
「羽衣伝説 ギターと朗読による日本の歌と詩」
日時　７月７日㈯　18：30〜（開場18：00）
料金　一般1,000円、学生無料
　ギター演奏・南雲充司、朗読・春川キヨミ。七夕
の夜、谷川俊太郎の詩とギターをお楽しみください。

H
ヒ ロ ミ
iromi G

ゴ ー
o C

コ ン サ ー ト
oncert T

ツ ア ー
our 2018−U

ア ー バ ン
rban V

ヴ ェ ロ シ テ ィ
elocity UV

　郷ひろみが10年ぶりに市民会館に登場します。
観客を魅了する迫力のステージをご覧ください。
日時　９月13日㈭　18：30〜（開場18：00）
会場　市民会館 大ホール
入場料　全席指定 7,500円（３歳以上）
※３歳未満は入場不可
　市民会館、会館プレイガイドにて
発売中。（残りわずか）

南魚沼市民会館

☎773-5500　℻ 772-8161　  0120-150-142　
URL http://www.6bun.jp/kaikan/

受付８：30～17：15
７月の休館：２日㈪、９日㈪、17日㈫、23日㈪、30日㈪

　今年、伊東深水の生誕120年を記念して、人気を
博した深水美人画と自然が調和した作品や、動物が
主役の作品を展示。

　パプアニューギニアを中心とする南太平洋の民族
美術を多数展示します。今年の夏は、雪国・南魚沼
で南国の文化に触れてみませんか。

「動物＆自然を愛でる」

「セピック・アート（造形美術）の世界」

常設展　～彫る 摺
す

る 画
か

く～「棟方志功の世界」
企画展　期間　11月４日㈰まで

☎ 783-4500 ℻ 783-3388 ¥  一般500円／小中高250円
URL http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan

今泉記念館アートステーション
開館９：00～17：00 （入館16：30まで）

７月は毎日開館します

日時　７月28日㈯・29日㈰　９：30〜15：30
申込み　不要（直接おこしください）

　「越後上布」の原料となるカラムシ（苧
ちょ

麻
ま

）から、
糸となる麻の繊維を取り出す作業（苧引き）を体験
してみませんか。
体験料　無料
協力：越後上布技術保存協会

　 ハンカチや手ぬぐいに模様を
つけ、藍の染料で染めます。
体験料　１枚　500円　　　所要時間　約30分
その他　汚れてもよい服装、ぬれてもよいはきもの
　でおこしください。　
※ミニ機織り体験もあります（有料）

夏休みナットクたいけん

☎・℻ 782-9860　URL http://www.6bun.jp/bokushi/
¥  大人500円/小中高250円（市内の小中学生は無料）

鈴木牧之記念館
開館９：00～16：30

７月の休館：３日㈫、10日㈫、17日㈫、24日㈫

藍染め体験

越後上布糸づくり（苧
お

引き）　実演＆体験

まなびのひろば



市報 みなみ魚沼　平成30年7月1日発行11

　
「
送
り
ま
し
ょ
う
か
／
送
ら
れ

ま
し
ょ
う
か
／
寺
が
鼻
ま
で
時
雨

に
ぬ
れ
て
」
と
は
じ
ま
る
お
六
甚

句
の
石
碑
は
、
所ゆ
か
り縁
の
地
で
あ
る

坂
戸
山
登
山
道
の
寺
ケ
鼻
コ
ー
ス

の
入
り
口
に
あ
り
ま
す
。（
石
碑

㊿
）

南
魚
沼
市
の
石
碑
㊿

「
お
六
甚
句
」 

〔
東
泉
田
〕

　

ま
た
、
六
日
町
大
橋
脇
の
お
六

の
湯
の
前
に
、
平
成
22
年
に
お
六

と
桂
姫
の
二
人
の
銅
像
が
建
立
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
銅
像
か
ら
は
、

お
六
甚
句
の
ボ
サ
ノ
バ
（
ブ
ラ
ジ

ル
音
楽
の
一
つ
）
バ
ー
ジ
ョ
ン
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
石
碑

○51
）

南
魚
沼
市
の
石
碑
○51（
銅
像
）

「
お
六
と
桂
姫
像
」 

〔
六
日
町
〕

　

夏
を
迎
え
る
と
市
内
各
地
で
、

神
社
の
祭
礼
や
地
区
ご
と
の
夏
祭

り
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
７
月

に
開
催
さ
れ
る
「
南
魚
沼
市
兼
続

公
ま
つ
り
」
の
経
緯
と
こ
れ
に
ま

つ
わ
る
石
碑
な
ど
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　

六
日
町
上か

ん

町ま
ち

の
八
坂
神
社
の
祭

礼
（
神み

輿こ
し

渡と

御ぎ
ょ

）
と
同
境
内
に
あ

る
金こ
ん

毘ぴ

羅ら

宮ぐ
う

の
祭
礼
（
川
舟
の
運

航
安
全
祈
願
）
は
、
古
く
か
ら
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
32
年
に
温
泉
が
湧
出
し
、

温
泉
旅
館
組
合
が
設
立
さ
れ
る

と
、
温
泉
ま
つ
り
も
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
商
工

業
が
発
展
し
、
商
工
会
主
催
の
商

工
祭
り
も
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
昭
和
34
年
に
は
、
こ
れ

ら
の
ま
つ
り
を
統
合
し
て
、
六
日

町
ま
つ
り
と
な
り
、
現
在
の
「
南

魚
沼
市
兼
続
公
ま
つ
り
」
に
い

た
っ
て
い
ま
す
。

　
「
南
魚
沼
市
兼
続
公
ま
つ
り
」

を
飾
る
催
し
の
一
つ
が
「
お
六
流

し
」
で
す
。
若
き
日
の
直
江
兼
続

（
幼
名
は
樋
口
与
六
、
お
六
は
愛

称
）
と
上
杉
景
勝
の
妹
と
い
わ
れ

る
桂
姫
を
う
た
っ
た「
お
六
甚
句
」

に
合
わ
せ
て
約
１
時
間
半
踊
り
続

け
る
踊
り
行
列
で
す
。

　
「
お
六
流
し
」
は
、
昭
和
20
年

代
の
後
半
に
、
歌
謡
山
脈
社
白
バ

ラ
団
（
長
谷
川
洋
主
宰
）
と
商
工

会
役
員
が
花
ま
つ
り
の
仮
装
行
列

に
参
加
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い

い
ま
す
。

　

平
成
28
年
の
「
お
六
流
し
」
に

は
、
約
１
、０
０
０
人
が
参
加
し

た
そ
う
で
す
（
平
成
29
年
は
豪
雨

の
た
め
中
止
）。
毎
年
、
参
加
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
人
も
多
い
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

昭
和
20
年
、
今
成
幸
一
六
日
町

長
よ
り
上
杉
景
勝
・
直
江
兼
続
両

武
将
の
誕
生
を
後
世
に
伝
え
、
町

お
こ
し
の
宣
伝
を
考
え
る
こ
と
を

六
日
町
文
化
連
盟
に
依
頼
し
ま
し

た
。
依
頼
を
受
け
た
六
日
町
文
化

連
盟
は
、
町
を
宣
伝
す
る
た
め
の

歌
の
作
成
を
決
め
、
昭
和
21
年

に
「
お
六
甚
句
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。
作
詞
は
、
同
連
盟
の
山
田
親

一
、
桑
原
博
を
中
心
に
メ
ン
バ
ー

が
協
力
し
合
い
、
何
度
も
推す
い

敲こ
う

を

繰
り
返
し
な
が
ら
作
り
上
げ
ら
れ

て
い
っ
た
そ
う
で
す
。
作
曲
は
嶋

田
国
吉
、
振
り
付
け
は
田
辺
万
次

郎
で
し
た
。

　

昭
和
32
年
、
温
泉
湧
出
に
よ
る

町
お
こ
し
の
一
つ
と
し
て
、
お
六

甚
句
が
レ
コ
ー
ド
化
さ
れ
、
新
た

な
振
り
付
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

翌
年
に
は
、「
週
刊
サ
ン
ケ
イ
」

の
全
国
民
謡
人
気
投
票
で
９
位
と

な
る
な
ど
人
気
が
高
ま
り
、「
お

六
流
し
」
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。（
写
真
１
）

　

作
詞
が
行
わ
れ
た
当
時
を
伝
え

る
逸
話
と
し
て
、
六
日
町
文
化
連

盟
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
山
㟢
新

一
家
に
は
、「
桑
原
博
さ
ん
が
頻

繁
に
家
を
訪
問
し
（
新
一
と
一
緒

に
）、
お
六
甚
句
を
作
詞
し
た
」

と
の
話
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
人
気
投
票
に
入
賞
し
た
こ
と

を
受
け
て
「
作
詞
者
と
し
て
私
は

心
か
ら
喜
悦
を
感
じ
た
」
と
新
一

自
身
が
家
記
録
に
残
し
て
い
ま

す
。

68
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写真１　お六流し
（昭和34年）

《
参
考
資
料
》

『
六
日
町
史
』
通
史
編
第
三
巻

『
直
江
兼
続
を
偲
ぶ
』

【
問
合
せ
】

社
会
教
育
課 

郷
土
史
編
さ
ん
係

☎
７
７
３
︲
２
１
９
７

　
「
み
な
み
う
お
ぬ
ま
」
第
十
五

号
を
販
売
し
て
い
ま
す
。内
容
は
、

資
料
紹
介
（
上
越
鉄
道
敷
設
運

動
）、
山
間
農
業
と
「
マ
ブ
」、
田

邉
忠
太
郎
と
日
清
・
日
露
戦
争
、

南
魚
沼
地
域
に
お
け
る
青
年
会
の

創
設
と
展
開
な
ど
で
す
。

販
売
価
格　
１
０
０
０
円

販
売
窓
口　
郷
土
史
編
さ
ん
係
、

大
和
・
中
央
・
塩
沢
公
民
館

※
『
み
な
み
う
お
ぬ
ま
』
は
、
第

十
五
号
を
持
ち
ま
し
て
終
了
と

な
り
ま
し
た
。
長
い
間
、
ご
愛

読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

『
み
な
み
う
お
ぬ
ま
』

第
十
五
号
販
売
中

【
問
合
せ
】

社
会
教
育
課 

郷
土
史
編
さ
ん
係

　
　
　
　
☎
７
７
３
︲
２
１
９
７
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公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係

〒949−6611 南魚沼市坂戸372ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773−6620　スポパラ☎773−3210

ディスポート南魚沼

７月の休館日：
２日㈪、９日㈪、17日㈫

まなびのひろば

第３期 親子ヨガ教室

期日　７月31日、８月７日、21日、28日、９月
４日の火曜日（全5回）　

時間　10：45〜11：45
対象　ハイハイ〜３歳児と母親
定員　８組（先着）
受講料　会員800円、会員再受講1,540円、
　一般4,110円

　音楽に合わせて母子でスキンシップをしなが
ら、子どもは体を柔軟にして発達を促し、母親は
骨盤や体調を整えます。

初心者 夏休み短期水泳教室［５日間集中レッスン］
　夏休みを利用して、「水慣れとクロールの基本」
の短期集中レッスンを行います。この機会に水泳
の基礎を身に付けましょう！２コース以上の参加
もできます。
期間　◇７月23日㈪〜27日㈮

…17：05〜17：55
…18：05〜18：55

　　　◇７月30日㈪〜８月３日㈮
…17：05〜17：55
…18：05〜18：55

　・各コースとも全５回
対象　クロールで25メートル泳げない小学生
定員　各コース50人（先着）
受講料　１コースにつき
　会員1,540円（一般3,080円）

　Ａコース　
　Bコース　

　Cコース　
　Dコース　

期間　７月20日㈮、23日㈪、24日㈫
　19：00〜20：00
対象　小学校親善水泳大会に出場する小学５・６

年生
定員　30人（先着）
受講料　会員900円（一般1,800円）

保険料　年会費や参加料に含まれます。
※プールの入場料が別途必要（プリペイドカード・

定期券などもあります。ご相談ください）
申込み　ディスポート南魚沼
受付開始　７月３日㈫　９：00〜

　共通事項　

小学校親善水泳大会準備コース
　大会に向けた短期集中レッスンを行います。

トレーニングマシン使用法講習会 

日時　７月15日㈰　12：00〜13：30
対象　中学生以上
定員　６人（先着）
受講料　会員：無料（一般200円）
※施設利用料300円が別途必要（定期券可）
持ち物　運動着、室内用シューズ、タオル、飲み物

　油圧抵抗式マシンの使い方説明会です。マシン
は、どなたでも簡単に使用できます。

大和地域市民ゴルフ大会 参加者募集

のびのび越後上布体験講座
～塩沢の織物にふれる一日～

期日　８月２日㈭
会場　越後ゴルフ倶楽部
　〔魚沼市東中〕
費用　5,000円（競技代は別途必要）
締切り　７月20日㈮
※時間などの詳細は、お問い合わせください

【問合せ・申込み】大和観光協会
☎777−3054

【問合せ・申込み】社会教育課 文化振興係
☎773−3756

ＦＡＸ：772−8161
　越後上布や塩沢紬など南魚沼市で受け継がれ
ている織物の技術をこの夏に体験してみません
か。ぬか釜で炊いたおにぎりと豚汁の昼食があ
ります。
日時　７月27日(金)　 9：00〜15：30
場所　鈴木牧之記念館ほか
参加費　1,500円（昼食代含む）
対象　市内の小学３年〜６年生
内容　苧

ちょ

麻
ま

の刈取り、苧
お

引
び

き、藍染、ミニ機織
りの体験

申込み　電話かファッ
クスでお申し込みく
ださい。
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まなびのひろば

第14回 南魚沼市ナイトウォークin六日町参加者募集

　今年度はコースを一新して六日町地域で実施します。子ども会や学年行事、家族での参加も大歓迎です！
ゴール地点で、豚汁サービスや抽選会も行います。家族・友人を誘って、ナイトウォークで夏の思い出を
作りましょう。
日　時　８月４日㈯雨天決行　 受付時間 17：00〜17：50　 出発時間 18：10〔スタート：市民会館〕
コース　９㎞周回コース（市民会館⇒六日町小学校⇒魚野川沿い道路⇒美佐島ふれあいセンター付近⇒北辰

小学校⇒六日町高校脇⇒六日町駅⇒六日町大橋⇒ふれ愛支援センター⇒坂戸城内堀跡⇒坂戸橋⇒六
日町小学校⇒市民会館）

参加費　高校生以上：1,000円、小・中学生：500円、小学生未満：無料
締切り　７月19日㈭
申込み　生涯スポーツ課（市民会館内）、大和・塩沢公民館、ディスポート南魚沼
　　　　※申込用紙に、参加費を添えてお申し込みください
申込用紙設置か所　　　上記申込み先のほかに
　　　　 大 和 地 域 　大和庁舎ロビー、薮神地域コミュニティセンターまほろば、大崎農業会館、
　　　　　　　　　　　東地域開発センター
　　　　 六日町地域 　本庁舎ロビー、五十沢・城内・大巻の各開発センター、南魚沼市図書館
　　　　 塩 沢 地 域 　塩沢庁舎ロビー、上田・中之島の各農村環境改善センター、
　　　　　　　　　　　南魚沼市トレーニングセンター
その他　先導員が誘導します。走る人、ペットの同伴は、ご遠慮ください。コースには階段や砂利道があ

ります。安全のため、懐中電灯やヘッドライトなどを必ずご持参ください。
車でおこしの際は、乗り合わせておこしください。

【問合せ・申込み】　生涯スポーツ課　☎773－6630

イベントへのご理解とコース上での安全運転にご協力ください。

南魚沼市野球連盟
市長杯一般野球大会 参加チーム募集

心豊かな子育て教室「そだち学級」

【問合せ・申込み】南魚沼市野球連盟
☎080－5538－5046（山田）

　☎090－1653－4616（小倉）
日時　予選　７月29日㈰　午前８時〜
　　　決勝　８月５日㈰
※雨天時は、翌日曜日以降に順延。ユニフォー

ムはチームで統一してください
会場　ベーマガS

ス タ ジ ア ム

TADIUM、二日町グラウンド
ほか

参加費　野球連盟登録チーム：5,000円、野球
連盟未登録チーム：12,000円

申込み　ディスポート南魚沼
締切り　７月15日㈰
抽選会　７月18日㈬　
　午後７時30分〜
　〔市民会館２階 講座室１〕
※参加費をご持参ください

【問合せ】社会教育課 生涯学習班
☎773－6610

　子育てのわ（輪・和・話）をひろげよう！気
楽に参加してね。初めての人、里帰りの人、上
の子を連れた人、おじいちゃん・おばあちゃん
も大歓迎です。
大巻地区 第１回
日時　７月14日㈯　午前10時〜11時20分
　　　（受付：午前９時45分〜）
会場　大巻地域開発センター
内容　「夏をたのしく！マイ風鈴」風鈴にシー

　　ルなどを貼って飾り付けしましよう。
持ち物　暑さ対策の飲み物など
対象　０〜３歳の乳幼児とその保護者など
費用　無料（保険料
　一人10円負担）
申込み　不要。直接
　会場まで。



３km

１km

２km

４km
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８km

９km

9.2km

７km

南魚沼市民会館
スタート・ゴール地点

ゴール時に給水・豚汁サービス・トイレ休憩、抽選会

六日町小学校

坂戸橋

六日町大橋

ディスポート
南魚沼

ふれ愛支援
センター 魚野川

魚野川

六日町駅

八海高校

六日町高校

南魚沼市図書館

南魚沼市役所
本庁舎

トイレ休憩
トイレ休憩

トイレ休憩
美佐島

ふれあいセンター
トイレ休憩

歩道橋へ
（階段あり）

北辰小学校
給水サービス・トイレ休憩

トイレ休憩

国道17号

地下道
（階段あり）

銭淵公園
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第14回 南魚沼市ナイトウォーク in 六日町
2018. 8. 4㈯ 18：10 市民会館 スタート

ナイトウォーク順路
㎞ 順　路 備考 最終参加者

通過予想時間
スタート（市民会館） トイレ 18：20

1 魚野川沿い道路（管理道） 18：35
2 魚野川沿い道路（管理道） 18：55

3 美佐島ふれあいセンター
付近

付近に
トイレ有 19：10

4 中越森林管理署手前 19：20
北辰小学校 給水

トイレ 19：30
5 六日町高校脇 19：50
6 駅前十字路手前 20：15
7 ふれ愛支援センター入口 付近に

トイレ有 20：35
8 坂戸地内 20：50
9 市民会館手前 21：05

　 ゴール（市民会館）
トイレ
抽選会
給水
豚汁

21：10
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肺
が
ん
と
は

　

肺
が
ん
は
、
気
管
支
や
肺
胞
の
細
胞
が

が
ん
化
す
る
病
気
で
す
。
代
表
的
な
原
因

は
喫
煙
で
す
。

喫
煙
と
の
関
係

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
多
く
の
発
が
ん
性
物

質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
喫
煙
者
は
、
非

喫
煙
者
に
比
べ
て
肺
が
ん
を
発
症
す
る
危

険
性
が
４
～
５
倍
も
高
く
な
る
と
い
う
報

告
が
あ
り
ま
す
。
喫
煙
歴
が
あ
る
人
は
、

症
状
が
な
く
て
も
注
意
が
必
要
で
す
。

肺
が
ん
の
症
状

　

早
期
の
肺
が
ん
は
、
症
状
が
ほ
と
ん
ど

現
れ
ま
せ
ん
。
が
ん
が
進
行
す
る
と
、
咳

や
痰
、
息
切
れ
な
ど
の
症
状
が
現
れ
て
き

ま
す
。
た
だ
し
、咳
や
痰
な
ど
の
症
状
は
、

肺
が
ん
以
外
の
病
気
で
も
現
れ
る
症
状
で

す
。
複
数
の
症
状
が
現
れ
た
り
、
長
く
続

く
場
合
は
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

肺
が
ん
は
進
行
し
て
い
て
も
症
状
が
ほ

と
ん
ど
現
れ
な
い
場
合
も
あ
り
、
検
診
な

ど
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

肺
が
ん
・
結
核
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

肺
が
ん
・
結
核
検
診
は
、
40
歳
以
上
を

対
象
に
、
肺
全
体
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
を
行
い
ま
す
。

　

問
診
の
結
果
、次
に
該
当
す
る
人
に
は
、

喀か
く
た
ん痰

検
査
を
勧
め
て
い
ま
す
。

①
50
歳
以
上
で
喫
煙
指
数
（
１
日
本
数
×

年
数
）
が
６
０
０
以
上

②
検
診
前
６
か
月
以
内
に
血
痰
が
出
た
こ

と
が
あ
る

③
重
ク
ロ
ム
酸
や
石
綿
な
ど
を
取
り
扱
う

仕
事
や
鉱
業
な
ど
に
従
事
し
て
い
た

　

喀
痰
検
査
は
、
肺
の
入
り
口
に
あ
る
太

い
気
管
支
に
で
き
る
が
ん
を
見
つ
け
や
す

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
①
～
③
に
該
当

す
る
人
は
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
と
併

せ
て
喀
痰
検
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
27
〜
29
年
度
の
検
診
結
果

　

精
密
検
査
の
受
診
率
は
１
０
０
％
に
至

っ
て
い
ま
せ
ん
。
喫
煙
者
・
非
喫
煙
者
に

関
わ
ら
ず
、
精
密
検
査
の
受
診
者
か
ら
毎

年
が
ん
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
の
肺
が
ん
・
結
核
検
診
結
果
の
特
徴

　

過
去
の
検
診
結
果
で
は
異
常
な
し
だ
っ

た
人
が
、
検
診
後
数
か
月
～
１
年
程
度
で

が
ん
を
発
症
す
る
よ
う
な
進
行
の
早
い
が

ん
の
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
肺
が
ん
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
、
毎
年
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）

発
症
と
現
状

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
、
た
ば
こ
の
煙
な
ど
の
有

害
物
質
を
吸
い
続
け
る
こ
と
で
気
管
支
や

肺
に
慢
性
的
な
炎
症
が
起
こ
り
、
機
能
を

低
下
さ
せ
る
病
気
で
す
。

　

粉
じ
ん
な
ど
も
発
症
の
原
因
と
な
り
ま

す
が
、
最
大
の
原
因
は
喫
煙
で
す
。
別
名

「
た
ば
こ
病
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

患
者
の
約
90
％
が
喫
煙
者
で
あ
る
と
い
う

デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
の
厚
生
労
働
省
の
統
計
で

は
、
日
本
人
男
性
の
死
因
順
位
で
８
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。
患
者
数
は
増
加
し
て
お

り
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
死
因
順
位
は
今
後
上
が

る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
完
治
す
る
治
療
法
は
確
立

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
早
期
に
発
見
し
治

療
す
る
こ
と
で
、
病
状
の
進
行
を
遅
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

症
状

　

咳
や
痰
、
体
を
動
か
し
た
時
に
息
切
れ

を
感
じ
た
り
し
ま
す
。「
歳
の
せ
い
」
な

ど
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
病
気
が
進
行
す

る
と
少
し
歩
く
だ
け
で
も
息
切
れ
を
起
こ

し
、
酸
素
吸
入
が
常
に
必
要
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

予
防

　

最
大
の
予
防
法
は
、
喫
煙
を
や
め
る
こ

と
で
す
。

　

市
内
に
は
、
健
康
保
険
が
適
応
さ
れ
る

禁
煙
治
療
の
で
き
る
医
療
機
関
が
あ
り
ま

す
。
禁
煙
し
た
い
人
は
、
ま
ず
は
医
師
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
保
健
課
で
も
相
談
に

応
じ
ま
す
。

早
期
発
見
が
重
要
で
す

　

が
ん
は
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
治
療

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
積
極
的
に
が

ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

が
ん
検
診
の
申
込
み
は
、保
健
課
ま
で
。

シ
リ
ー
ズ
が
ん
予
防
①

肺
が
ん
・
結
核
検
診

【
問
合
せ
】
保
健
課

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

−

６
８
１
１

年度（平成） 27 28 29
受診者数
（人） 7,336 7,526 7,216

要精検者数
（人） 191 160 168

精検受診率
（％） 95.3 89.3 89.3

がん発見数
（人） 3 3 3

けんこうひろば
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【
問
合
せ
】

　
保
健
課
（
献
血
担
当
）

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

−
６
８
１
１

「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」

実
施
中
！ 

７
月
１
日
㈰
～
31
日
㈫

【
問
合
せ
】　
保
健
課

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

−

６
８
１
１

う
つ
・
自
殺
予
防
講
演
会

～
う
つ
病
の
理
解
と
対
応
～

【
問
合
せ
】　
新
潟
県
福
祉
保
健
部
健

康
対
策
課 
感
染
症
対
策
係

　
☎
０
２
５

−

２
８
０

−

５
２
０
０

ハ
ン
セ
ン
病
パ
ネ
ル
展
の
開
催

【
問
合
せ
】　
南
魚
沼
市
健
康
ま
ち
づ

く
り
食
育
推
進
会
議
（
保
健
課
）

 

☎
７
７
３

−

６
８
１
１

食
育
の
風 

郷
土
食
を
次
世
代
へ

　

病
気
や
事
故
の
治
療
に
使
わ
れ
る
輸
血

用
血
液
は
、
す
べ
て
善
意
に
よ
る
献
血
で

賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
若
い
人
の

献
血
者
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
長
期
保

存
で
き
な
い
血
液
を
安
定
供
給
で
き
る
よ

う
、
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

生
涯
で
う
つ
病
を
経
験
す
る
人
は
、
５

～
７
人
に
１
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自

殺
と
の
関
連
が
大
き
い
と
さ
れ
、
適
切
な

医
療
と
身
近
な
人
の
理
解
や
見
守
り
が
大

切
で
す
。

市
で
は
、
自
殺
予
防
対
策
と
し
て
、
毎

年
、
う
つ
・
自
殺
予
防
講
演
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
う
つ
病
の
理
解
や
睡
眠
、
ア

ル
コ
ー
ル
と
の
関
連
に
つ
い
て
精
神
科
の

医
師
か
ら
話
を
聞
け
る
貴
重
な
機
会
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

郷
土
料
理
は
手
間
が
か
か
る
、
分
量
が

分
か
ら
な
い
、
若
い
世
代
に
馴
染
み
が
な

い
な
ど
の
理
由
か
ら
最
近
は
伝
承
し
て
い

く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
次
世

代
へ
郷
土
の
味
を
伝
え
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
し

お
ざ
わ
は
地
元
の
中
学
校
へ
出
向
き
、
２

年
生
を
対
象
に
調
理
実
習
で
あ
ん
ぼ
作
り

を
し
ま
し
た
。
あ
ん
ぼ
を
知
ら
な
い
、
食

べ
た
こ
と
が
な
い
生
徒
が
多
く
い
ま
し
た

が
、
自
分
が
作
っ
た
も
の
は
格
別
！
と
ほ

と
ん
ど
が
完
食
し
て
い
ま
し
た
。「
お
い

し
か
っ
た
」「
家
で
も
作
っ
て
み
た
い
」

と
大
好
評
だ
っ
た
の
で
、
少
し
で
も
伝
承

に
つ
な
が
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

郷
土
料
理
の
レ
シ
ピ
は
「
し
お
ざ
わ

ち
ゃ
ち
ゃ
の
味
」
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

郷
土
食
を
伝
え
よ
う

　
レ
シ
ピ
本「
し
お
ざ
わ 

ち
ゃ
ち
ゃ
の
味
」

四
季
折
々
の
地
場
産
野
菜
や
米
粉
を
使

っ
た
65
品
の
レ
シ
ピ
が
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

で
料
理
の
写
真
付
き
。
一
口
ポ
イ
ン
ト
や

野
菜
の
保
存
方
法
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
郷
土
の
味
を
伝
え
た
い
、
こ
れ

か
ら
郷
土
料
理
を
作
っ
て
み
た
い
人
に
目

安
に
し
て
ほ
し
い
と
、
料
理
好
き
な
ち
ゃ

ち
ゃ
（
母
ち
ゃ
ん
）
た
ち
が
Ｊ
Ａ
し
お
ざ

わ
に
集
ま
り
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
レ
シ
ピ

で
す
。
ぜ
ひ
、
手
に
と
っ
て
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】  

Ｊ
Ａ
し
お
ざ
わ
営
農
課

　
　
　
　
　
☎
７
８
２

−

１
１
７
１

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
隔
離
の
必
要
が
な
い

に
も
関
わ
ら
ず
、
平
成
８
年
ま
で
、
施
設

へ
の
強
制
入
所
を
さ
せ
る
「
隔
離
政
策
」

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
の
療
養
所
内
に
お

け
る
生
活
や
こ
れ
ま
で
の
歴
史
・
活
動
を

知
り
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
す
る
た
め
、
パ

ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

会
場　
市
民
会
館
２
階 

　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

期
間　
７
月
28
日
㈯
～
８
月
10
日
㈮

県
内
の
献
血
ル
ー
ム

受
付　
毎
日
（
12
月
31
日
、
１
月
１
日
を

除
く
）

時
間　

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

※
健
診
業
務
を
中
断
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
・
献
血
ル
ー
ム
ば
ん
だ
い
ゆ
と
り
ろ
〔
新

潟
市
中
央
区
万
代
〕

　
☎
０
２
５

−

２
４
０

−

５
５
０
０

　

０
１
２
０

−

８
６
９

−
９
５
０

・
献
血
ル
ー
ム
千
秋
〔
長
岡
市
千
秋
〕

　
☎
０
２
５
８

−

２
９

−
２
３
５
０

　

０
１
２
０

−
０
５
６

−

３
３
９

日
時　
７
月
12
日
㈭

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

会
場　
上
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

日
時　
７
月
26
日
㈭

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

会
場　
薮
神
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー 

ま
ほ
ろ
ば

講
師　
宮
永
和
夫
医
師
（
市
病
院
事
業
管

理
者
）

参
加
費　
無
料

申
込
み　
不
要

けんこうひろば
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月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日
■第２火曜日は髙橋医師の診療です。
◆第３土曜日は休診となります。

１日
休  診

２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日
髙　橋 田　中 髙　﨑 髙　橋 髙　橋 堀内 休診 休  診
９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日

髙　橋 ■髙　橋　 髙　﨑 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休  診
16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日

休診（祝日） 田　中 髙　﨑 髙　橋 髙　橋 ◆休　診　 休  診
23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日

髙　橋 田　中 髙　﨑 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休  診
30日 31日 ◎城内診療所では、自宅まで無料で送迎します。

　送迎希望は、電話か窓口でお申し込みください（送迎は午前中のみ）髙　橋 田　中

７月の城内診療所 診療担当医師（予定表）
受付・診療時間 午前：月曜〜土曜　〈受付〉  8：30〜11：30　〈診療〉  9：00〜 

午後：月曜〜金曜　〈受付〉11：30〜16：00　〈診療〉14：00〜
【問合せ】 城内診療所　☎775－2009

【
問
合
せ・申
込
み
】　
保
健
課

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

−

６
８
１
１

食
推
さ
ん
の

「
食
育
の
日
、
料
理
講
習
会
」

【
問
合
せ
】　
保
健
課

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

−

６
８
１
１

市
民
公
開
講
座

「
肝
が
ん
撲
滅
運
動
」

毎
月
19
日
は
食
育
の
日

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
（
食
推
）

で
は
、「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手

で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
料
理
講
習
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

旬
の
夏
野
菜
を
使
っ
た
減
塩
料
理
の
講

習
会
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時　
７
月
13
日
㈮

　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

会
場　
総
合
支
援
学
校 

調
理
室

内
容　
夏
野
菜
を
使
っ
た
減
塩
料
理

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、ふ
き
ん
・

台
ふ
き
ん
・

参
加
費　
３
０
０
円

締
切
り　
７
月
９
日
㈪

定
員　
20
人

み
そ
汁
の
塩
分
測
定
が
で
き
ま
す

ご
自
宅
の
み
そ
汁
を
お
ち
ょ
こ
１
杯

分
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

主
催　
南
魚
沼
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会

肝
臓
は
病
気
が
進
行
し
な
い
と
症
状
が

出
な
い
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

初
期
で
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

気
付
か
な
い
う
ち
に
病
状
が
進
ん
で
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
医
療
情
報
を

含
む
専
門
医
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
28
日
㈯　

　

午
後
２
時
～
４
時

会
場　
市
民
会
館
１
階 

　

多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　
肝
臓
の
基
礎
知
識
、
ウ
ィ
ル
ス
性

肝
炎
、
脂
肪
肝
、
ア
ル
コ
ー
ル
と
肝
臓

病
の
関
係
、
予
防
、
早
期
発
見
と
治
療

参
加
費　
無
料

申
込
み　
不
要

主
催　
日
本
肝
臓
学
会
、
新
潟
大
学
医
歯

学
総
合
病
院
肝
疾
患
相
談
セ
ン
タ
ー
、

新
潟
県
健
康
づ
く
り
財
団

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
出
張
検
査
（
無
料
）

　

午
後
０
時
30
分
～

けんこうひろば
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掲
示
板

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ・申
込
み
】　

子
ど
も・若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
７
７
３

−

６
６
１
１

ひ
き
こ
も
り
理
解
の
講
演
会

「
ひ
き
こ
も
り
か
ら
の

　
　
　
　
　

 

生
き
な
お
し
」

【
問
合
せ・申
込
み
】　

子
ど
も・若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
７
７
３

−
６
６
１
１

若
者
支
援
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
開
催

【
問
合
せ・申
込
み
】　

子
ど
も・若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
７
７
３

−

６
６
１
１

わ
が
子
の
自
立
を
願
う
家
族

の
集
い

【
問
合
せ・申
込
み
】

新
潟
県
国
民
年
金
基
金

☎
０
１
２
０

−

６
５

−

４
１
９
２

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

ご
存
知
で
す
か
国
民
年
金
基
金

【
問
合
せ・申
込
み
】　

子
ど
も・若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
７
７
３

−

６
６
１
６

出
張
相
談
会
～
秘
密
厳
守
～

　

「
ひ
き
こ
も
り
」
は
誰
に
で
も

起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ひ

き
こ
も
り
経
験
者
で
も
あ
る
講
師

の
お
話
を
通
し
て
、
私
た
ち
に
何

が
で
き
る
の
か
を
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

日
時　
７
月
30
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

　

２
階 

多
目
的
ホ
ー
ル

講
師　
岡
本
圭
太
さ
ん

参
加
料　
無
料

締
切
り　
７
月
23
日
㈪

申
込
み　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

「
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ

な
い
」「
対
人
関
係
が
う
ま
く
い

か
な
い
」
な
ど
の
悩
み
や
苦
手
感

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
ゲ
ー
ム
感

覚
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体

験
し
ま
す
。

５
月
は
サ
イ
コ
ロ
ト
ー
ク
を
行

い
ま
し
た
。
事
前
に
コ
メ
ン
ト
を

考
え
る
時
間
を
設
け
る
な
ど
、
初

参
加
で
も
発
言
し
や
す
い
よ
う
に

工
夫
し
て
い
ま
す
。

日
時　
７
月
19
日
㈭

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

対
象　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終

了
～
39
歳
の
人

会
場　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー
２
階 
音
楽
室

締
切
り　
７
月
17
日
㈫

申
込
み　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

当
事
者
家
族
と
の
話
し
合
い
を

中
心
に
開
催
し
て
い
る
「
家
族
の

集
い
」。

今
回
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
、
ひ

き
こ
も
り
支
援
や
家
族
支
援
を
研

究
し
て
い
る
斎
藤
ま
さ
子
さ
ん
を

お
招
き
し
ま
す
。
講
師
を
囲
み
、

語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

不
登
校
、
ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も

り
に
悩
み
、
就
学
や
就
労
に
と
ま

ど
う
若
者
を
家
族
と
し
て
理
解

し
、
ど
う
支
え
た
ら
よ
い
か
、
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　
７
月
28
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

対
象　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終

了
～
39
歳
の
困
難
を
抱
え
た
若

者
の
家
族

ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
斎
藤
ま
さ
子
さ

ん
（
新
潟
青
陵
大
学
教
授
）

会
場　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー

申
込
み　
前
日
ま
で
に
、
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
基
金
は
、
老
後
に
受

け
取
る
国
民
年
金
の
金
額
を
補
う

た
め
の
、「
上
乗
せ
年
金
」
と
し

て
創
設
さ
れ
た
公
的
な
年
金
制
度

で
す
。

加
入
条
件

・
国
民
年
金
１
号
被
保
険
者
で
保

険
料
を
納
め
て
い
る
（
保
険
料

免
除
者
は
除
く
）

・
新
潟
県
内
に
住
民
票
が
あ
る

加
入
の
注
意
点
な
ど

・
掛
金
（
保
険
料
）
は
全
額
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
・
受
け
取
る
年
金
は
公
的
年
金
等

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す

・
掛
金
額
や
支
払
年
数
、
受
取
り

金
額
な
ど
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す

・
付
加
年
金
と
ど
ち
ら
か
一
方
し

か
加
入
で
き
ま
せ
ん

・
農
業
者
年
金
加
入
者
は
申
し
込

め
ま
せ
ん

・
上
乗
せ
年
金
の
た
め
国
民
年
金

保
険
料
の
納
入
が
必
要
で
す

相
談
員
に
よ
る
出
張
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

本
人
や
家
族
だ
け
で
悩
ま
ず
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
内
在
住
で
、
不
登
校
や

問
題
行
動
な
ど
に
悩
む
義
務
教

育
期
の
児
童
・
生
徒
と
家
族
、

ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り
な
ど
に

悩
む
義
務
教
育
終
了
～
39
歳
の

若
者
と
そ
の
家
族

大
和
会
場　
働
く
婦
人
の
家
１
階

談
話
室
ほ
か

日
時　
７
月
31
日
㈫ 

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

塩
沢
会
場　
塩
沢
公
民
館
１
階　

 

会
議
室
ほ
か

日
時　
８
月
２
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

締
切
り　
７
月
25
日
㈬

申
込
み　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

相
談
員
に
よ
る
電
話
・
来
所
相
談

に
、
随
時
応
じ
ま
す

掲示板　市などからのお知らせ
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暑
い
夏
、
ち
ょ
っ
と
怖
い
講
談

で
、涼
し
く
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
７
月
22
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

出
演　
宝
井
琴
梅
、
宝
井
梅う
め

湯ゆ

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

料
金　
５
０
０
円

※
入
場
券
は
、
７
月
６
日
㈮
か
ら

図
書
館
で
販
売

定
員　
70
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
り
）

新
潟
県
消
費
者
協
会
で
は
、
消

費
生
活
に
か
か
わ
る
法
律
、
悪
質

商
法
の
ト
ラ
ブ
ル
対
処
な
ど
消
費

者
が
知
っ
て
お
き
た
い
知
識
を
学

ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
し

て
得
た
知
識
を
、
被
害
防
止
の
啓

発
活
動
や
見
守
り
活
動
な
ど
を
行

う
「
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と

し
て
、
地
域
で
活
躍
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

期
日

　

８
月
23
日
㈭
、
30
日
㈭
、
９
月

６
日
㈭
、
13
日
㈭
、
20
日
㈭
、

27
日
㈭
（
全
６
回
）

時
間　

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

会
場　
柏
崎
市
産
業
文
化
会
館

　

〔
柏
崎
市
駅
前
２
丁
目
〕

対
象　
20
歳
以
上
の
県
民
で
、
原

則
と
し
て
全
講
座
を
受
講
し
、

受
講
後
に
消
費
生
活
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
登
録（
任
意
）し
、

活
動
で
き
る
人

定
員　
30
人
程
度

受
講
料　
無
料

マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多

重
債
務
な
ど
、
お
金
に
ま
つ
わ
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
人

に
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
時
間
は
１
件
約
30
分
。
希

望
者
は
、
前
日
正
午
ま
で
に
電
話

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
員
が
概
要
を
伺
い
ま
す

日
時　
７
月
26
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場　
本
庁
舎 

南
分
館
１
階 

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

※
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
み

な
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い

８
月
11
日
の
「
山
の
日
」
に
合

わ
せ
、
市
内
の
山
々
の
絶
景
写
真

を
募
集
し
、
展
示
し
ま
す
。

応
募
資
格　
南
魚
沼
市
民

応
募
作
品　

・
市
内
の
山
々
や
、
山
か
ら
眺
め

た
風
景
を
撮
影
し
た
写
真

・
応
募
者
本
人
が
撮
影
し
た
未
加

工
の
作
品

応
募
方
法

　

Ａ
４
～
Ｂ
４
サ
イ
ズ
ま
で
の
用

紙
に
印
刷
し
、
応
募
用
紙
を
添

え
て
提
出（
応
募
は
１
人
１
点
、

返
却
は
し
ま
せ
ん
）

応
募
用
紙
設
置
場
所

　

図
書
館
、
各
公
民
館
（
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）

募
集
期
間　

　

７
月
１
日
㈰
～
28
日
㈯

展
示
期
間　

　

８
月
１
日
㈬
～
19
日
㈰

展
示
場
所　
図
書
館

※
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん

思
わ
ず
ぞ
っ
と
す
る
、
こ
わ
～

い
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行

い
ま
す
。「
お
ば
け
パ
ズ
ル
」
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

日
時　
８
月
10
日
㈮

　

午
後
７
時
～
７
時
45
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

対
象　
小
学
３
～
６
年
生

※
小
学
２
年
生
以
下
の
参
加
や
保

【
問
合
せ・申
込
み
】

南
魚
沼
市
図
書
館

　
　
　
☎
７
７
３

−

６
６
７
７

【
問
合
せ・申
込
み
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
潟
県
消
費
者
協

会
（
竹
内・堀
江
）

☎
０
２
５

−

２
８
１

−
５
５
５
８

【
問
合
せ・申
込
み
】

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
７
７
２

−

２
５
４
１

【
問
合
せ・
申
込
先
】新
潟
県
土

地
家
屋
調
査
士
会
事
務
局

☎
０
２
５

−

３
７
８

−

５
０
０
５

（
土・日
曜
日
と
祝
日
を
除
く
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
）

【
問
合
せ・申
込
み
】

南
魚
沼
市
図
書
館

　
　
　
☎
７
７
３

−

６
６
７
７

【
問
合
せ・申
込
み
】

南
魚
沼
市
図
書
館

　
　
　
☎
７
７
３

−

６
６
７
７

本
の
杜も
り
亭
講
談
会

宝
井
琴き

ん
梅ば
い「
四
谷
怪
談
の
巻
」

「
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」受
講
者
募
集

弁
護
士
に
よ
る 

『
消
費
生
活
』無
料
法
律
相
談

全
国
一
斉
表
示
登
記
無
料
相

談
会
を
開
催

南
魚
沼
の
山
の
絶
景
写
真
募
集

夏
の
夜
の
こ
わ
～
い
お
は
な
し
会

護
者
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん

定
員　
30
人
（
要
申
込
）

締
切
り　
７
月
30
日
㈫

日
本
土
地
家
屋
調
査
士
会
連
合

会
で
は
、
７
月
31
日
の
「
土
地
家

屋
調
査
士
の
日
」
に
合
わ
せ
て
全

国
一
斉
表
示
登
記
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

内
容　
土
地
や
建
物
の
登
記
や
境

界
に
関
す
る
も
め
ご
と

・
土
地
の
分
筆
や
合
筆
を
し
た
い

・
土
地
の
境
界
が
不
明

・
登
記
し
た
建
物
と
食
い
違
い
が

あ
る
な
ど

期
日　
７
月
31
日
㈫

受
付　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

会
場　

　

新
潟
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
館

〔
新
潟
市
中
央
区
上
大
川
前
通
〕

締
切
り　
７
月
27
日
㈮

申
込
み　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

市などからのお知らせ　掲示板
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ふ
れ
あ
い
魚
野
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
協
議
会
は
、
10
月
ま
で
の

毎
月
第
４
土
曜
日
に
１
時
間
程

度
、
六
日
町
大
橋
付
近
の
河
川
敷

で
草
刈
り
、
ご
み
拾
い
な
ど
の
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

注
意
事
項　
傷
害
保
険
な
ど
の
加

入
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
責
任

で
ご
参
加
く
だ
さ
い

７
月
の
活
動　
７
月
28
日
㈯

　

午
前
６
時
～
、
六
日
町
大
橋
の

下
集
合
（
坂
戸
側
）

受
験
資
格
：
①
、
受
付
期
間
：

②
、
１
次
試
験
日
：
③
の
順
に
掲

載防
衛
大
学
校　

①
推
薦
高
等
学
校
卒
業
（
見
込

み
を
含
む
）
の
21
歳
未
満
で
高

　

秋
に
開
催
す
る
南
魚
沼
美
術
展

覧
会
（
南
魚
展
）
の
作
品
を
公
募

し
ま
す
。

作
品
の
受
付
・
搬
入　
９
月
13
日

㈭　

午
前
９
時
～
正
午

作
品
の
展
示　
９
月
14
日
㈮
～
17

日
（
月
・
祝
）

会
場　
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼

部
門　

　

絵
画
、
彫
刻
、
書
道
、
写
真

事
務
エ
キ
ス
パ
ー
ト
科
２
期

対
象　
簿
記
や
会
計
の
知
識
・
実

践
的
な
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
を
習

得
し
、
就
職
を
希
望
す
る
人

期
間　
８
月
17
日
㈮
～
平
成
31
年

１
月
16
日
㈬
の
祝
日
を
除
く
月

～
金
曜
日
（
原
則
）

【
問
合
せ
】

建
設
課 
維
持
管
理
班

　
　
　
☎
７
７
３

−

６
６
７
４

【
問
合
せ・申
込
み
】

自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力
本
部 

長
岡
出
張
所　

☎
０
２
５
８

−
３
３

−
０
２
５
６

【
問
合
せ・申
込
み
】

社
会
教
育
課 

文
化
振
興
係

　
　
　
☎
７
７
３

−

３
７
５
６

【
問
合
せ
】

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
０
２
５

−

７
９
４

−

２
４
１
０

「
魚
野
川
河
川
美
化
運
動
」

参
加
者
募
集　

平
成
30
年
度
自
衛
官
採
用
試
験

第
51
回
南
魚
展
作
品
募
集

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

８
月
入
校
生
受
講
者
募
集

等
学
校
長
の
推
薦
が
必
要
、

総
合
選
抜
・
一
般
高
等
学
校

卒
業
（
見
込
み
を
含
む
）
で
21

歳
未
満
（
男
・
女
）

②
推
薦
・
総
合
選
抜
９
月
５
日

㈬
～
７
日
㈮
、
一
般
９
月
５

日
㈬
～
28
日
㈮

③
推
薦
９
月
22
日
㈯
・
23
日

（
日
・
祝
）、
総
合
選
抜
９

月
22
日
㈯
、
一
般
11
月
３
日

（
土
・
祝
）・
４
日
㈰

防
衛
医
科
大
学
（
医
学
科
）

①
高
等
学
校
卒
業
（
見
込
み
を
含

む
）
か
高
等
専
門
学
校
３
年
次

修
了
者
（
見
込
み
を
含
む
）
で

21
歳
未
満
（
男
・
女
）

②
９
月
５
日
㈬
～
28
日
㈮

③
10
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

防
衛
医
科
大
学
（
看
護
科
）　

①
高
等
学
校
卒
業
（
見
込
み
を
含

む
）
か
高
等
専
門
学
校
３
年
次

修
了
者
（
見
込
み
を
含
む
）
で

21
歳
未
満
（
男
・
女
）

②
９
月
５
日
㈬
～
28
日
㈮

③
10
月
20
日
㈯

航
空
学
生

①
海
上
自
衛
隊
高
等
学
校
卒
業

（
見
込
み
を
含
む
）
か
高
等
専

門
学
校
３
年
次
修
了
者
で
23
歳

未
満
（
男
・
女
）

　

航
空
自
衛
隊
高
等
学
校
卒
業

（
見
込
み
を
含
む
）
か
高
等
専

門
学
校
３
年
次
修
了
者
で
21
歳

未
満
（
男
・
女
）

②
７
月
１
日
㈰
～
９
月
７
日
㈮

③
９
月
17
日
（
月
・
祝
）

一
般
曹
候
補
生

①
18
歳
～
27
歳
未
満
（
男
・
女
）

②
７
月
１
日
㈰
～
９
月
７
日
㈮

③
９
月
21
日
㈮
～
23
日（
日
・
祝
）

［
い
ず
れ
か
１
日
］

自
衛
官
候
補
生

①
18
歳
～
27
歳
未
満

②
年
間
を
通
じ
て
受
付

③
受
付
時
に
お
知
ら
せ

※
各
コ
ー
ス
と
も
、
１
次
試
験
以

降
の
日
程
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

出
品
料　
１
点　

２
、
０
０
０
円

　

２
点　

２
、
５
０
０
円

　

３
点　

３
、
０
０
０
円

　

無
鑑
査　

２
、
０
０
０
円

※
中
学
生
・
高
校
生
は
、
３
点
ま

で
５
０
０
円

審
査
員　
絵
画
：
藤
井
裕
子
、
彫

刻
：
佐
山
道
知
、
書
道
：
山
田

壽
雲
、
写
真
：
山
田
昌
男

入
賞　
南
魚
展
賞
、
南
魚
沼
市
長

賞
、
湯
沢
町
長
賞
、
南
魚
展
後

援
会
長
賞
、
新
潟
日
報
美
術
振

興
賞
、
奨
励
賞
、
佳
作

※
詳
し
く
は
、
各
庁
舎
・
公
民
館

に
あ
る
「
第
51
回
南
魚
沼
美
術

展
覧
会
出
品
規
定
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時
10
分

会
場　

エ
ム
・
エ
ス
オ
フ
ィ
ス

（
イ
オ
ン
小
千
谷
店
内
特
別
研

修
室
）〔
小
千
谷
市
大
字
平
沢

新
田
荒
田
〕

定
員　
15
人

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
自
己
負
担
あ
り
）

申
込
み　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

締
切
り　
７
月
27
日
㈮

介
護
員
養
成
科
２
期

対
象　
介
護
の
基
礎
知
識
・
技
能

を
習
得
し
、
就
職
を
希
望
す
る

人
期
間　
８
月
21
日
㈫
～
11
月
13
日

㈫
の
祝
日
を
除
く
月
～
金
曜
日

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
50

分
（
ま
た
は
午
後
４
時
20
分
）

会
場　

　

魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

定
員　
15
人

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
自
己
負
担
あ
り
）

締
切
り　
７
月
31
日
㈫

申
込
み　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

掲示板　市などからのお知らせ
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、

（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必

要
な
備
品
や
集
会
施
設
の
整
備
、

安
全
な
地
域
づ
く
り
と
共
生
の
ま

ち
づ
く
り
な
ど
に
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
受
け
、
市
で
は
南
魚

沼
市
消
防
団
の
装
備
拡
充
を
図
る

た
め
に
、
小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ

1
台
を
整
備
し
ま
し
た
。

火
災
な
ど
の
災
害
時
に
有
効
な

消
火
活
動
を
実
施
す
る
た
め
に
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

中
山
間
地
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

で
は
県
民
へ
の
農
業
研
究
の
理
解

促
進
を
図
る
た
め
に
、
ふ
れ
あ
い

参
観
デ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

施
設
や
ほ
場
を
一
般
に
公
開

し
、
農
作
業
体
験
や
農
作
物
に
関

す
る
ク
イ
ズ
を
通
じ
て
農
業
に
親

し
む
場
を
提
供
し
ま
す
。

日
時　
７
月
14
日
㈯ 

　

午
前
９
時
～
正
午

内
容　

・
試
験
研
究
概
要
の
紹
介
と
公
開

・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
・
夏
野
菜
の
収

穫
体
験

・
農
業
に
関
す
る
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

（
景
品
有
り
）

・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
づ
く
り

・
農
産
加
工
品
な
ど
の
販
売
な
ど

会
場　
中
山
間
地
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
〔
長
岡
市
川
口
牛
ヶ
島
〕

料
金　
無
料

※
事
前
申
込
み
不
要

北
海
道
テ
レ
ビ
放
送
の
人
気

ロ
ー
カ
ル
番
組
「
水
曜
ど
う
で

し
ょ
う
」
の
視
聴
者
向
け
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

出
演
し
て
い
た
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

陣
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、グ
ッ
ズ
販
売
、

地
元
か
ら
の
出
店
も
行
い
ま
す
。

日
時　
７
月
20
日
㈮　

　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

場
所　
舞
子
高
原
ホ
テ
ル
横　

　

特
設
会
場

厚
生
労
働
省
は
、
７
月
末
現
在

で
常
用
労
働
者
を
１
～
４
人
雇
用

す
る
事
業
所
（
農
林
漁
業
・
一
般

公
務
を
除
く
）
を
対
象
に
、
賃
金

や
労
働
時
間
、
労
働
者
数
の
動
向

を
調
べ
る
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特

別
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
デ
ー

【
問
合
せ
】

消
防
本
部 
警
防
課 

警
防
係

　
　
　
☎
７
８
２

−

５
３
３
１

【
問
合
せ
】

新
潟
県
農
業
総
合
研
究
所 

中
山
間
地
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
８

−

８
９

−

２
３
３
０

【
問
合
せ
】

舞
子
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト

　
　
　
☎
７
８
３

−

４
１
０
０

【
問
合
せ
】新
潟
県 

総
務
管
理

部 
統
計
課 

生
活
統
計
班

☎
０
２
５

−

２
８
０

−

５
１
１
９

平
成
30
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
宝
く
じ
の
助
成
事
業
で

小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
を
整
備

中
山
間
地
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
参
観
デ
ー

「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」

キ
ャ
ラ
バ
ン
２
０
１
８

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調

査
を
行
い
ま
す

タ
は
統
計
を
作
る
た
め
の
み
に
使

用
し
ま
す
。

県
知
事
が
任
命
し
た
統
計
調
査

員
が
対
象
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す

の
で
、ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　
７
月
下
旬
～
８
月
末

対
象
地
域

　

六
日
町
地
区

で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
所
を
渡

り
歩
い
て
生
き
て
い
る
ト
ン
ボ
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

市
内
で
は
山
際
の
放
棄
さ
れ
た

水
田
の
ミ
ズ
ゴ
ケ
群
落
や
背
の
低

い
湿
性
植
物
の
群
落
な
ど
で
し
ば

し
ば
見
ら
れ
ま
す
。「
背
の
低
い

湿
性
植
物
群
落
」
で
あ
る
近
代
化

さ
れ
る
前
の
田
が
重
要
な
生
息
環

境
で
、
農
業
の
変
化
に
よ
っ
て
減

少
し
て
い
る
ト
ン
ボ
の
一
種
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

八
色
の
森
で
は
遊
具
の
近
く
に

あ
る
丸
い
湿
原
で
し
ば
し
ば
観
察

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ほ
か
の
池
に

も
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

写
真
の
よ
う
に
腹
部
を
立
て
て

止
ま
る
こ
と
が
赤
ト
ン
ボ
の
仲
間

の
特
徴
で
す
。
雄
は
真
っ
赤
に
な

り
ま
す
が
、
雌
は
黄
色
と
黒
の
地

味
な
縞
模
様
で
す
。

ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ

　
公
園
や
周
辺
で
見
ら
れ
る
生

物
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
八
色
の
森
公
園
管
理
事
務
所

　
　
　
　
☎
７
８
０

−

４
５
６
０

八
色
の
森
か
ら 

❸

日
本
で
一
番
小
さ
く
、
十
円
玉

に
す
っ
ぽ
り
と
収
ま
る
大
き
さ
の

赤
ト
ン
ボ
で
す
。
多
く
の
県
で
は

絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
幸
い
な
こ
と
に
新
潟
県
で

は
、
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
絶

滅
の
恐
れ
ま
で
は
指
摘
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

こ
の
ト
ン
ボ
は
体
は
小
さ
い
で

す
が
非
常
に
高
い
移
動
能
力
を

も
っ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
本
来

は
洪
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
で
生
じ

た
新
し
い
湿
地
が
主
な
生
息
環
境

市などからのお知らせ　掲示板



市報 みなみ魚沼　平成30年7月1日発行23

熱
中
症
に
か
か
る
人
が
急
増
す

る
７
月
は
、
熱
中
症
予
防
強
化
月

間
で
す
。

熱
中
症
は
、
気
温
や
湿
度
が
高

い
環
境
下
に
い
る
こ
と
で
体
内
の

水
分
や
塩
分
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
、
体
温
調
節
が
で
き
な
く
な

り
発
症
し
ま
す
。
め
ま
い
、
頭
痛

や
だ
る
さ
な
ど
の
症
状
の
ほ
か
、

け
い
れ
ん
や
意
識
の
異
常
な
ど
が

お
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

急
に
暑
く
な
る
初
夏
は
体
が
慣

れ
て
い
な
い
た
め
、
意
識
し
た
対

策
が
必
要
で
す
。

運
動
な
ど
を
し
て
い
な
く
て

も
、体
か
ら
は
１
日
約
２
．５
リ
ッ

ト
ル
の
水
分
が
失
わ
れ
ま
す
。

屋
外
だ
け
で
な
く
室
内
で
も
熱

中
症
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
高
齢

者
や
乳
幼
児
、
病
気
に
か
か
っ
て

い
る
人
は
注
意
が
必
要
で
す
。
二

日
酔
い
な
ど
の
体
調
不
良
の
と
き

も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
室
温
が
高
く
な
ら
な
い
よ
う
に

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
、
す
だ
れ

な
ど
を
上
手
に
使
う

・
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
こ
ま
め

「
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
」
で
、
６
月

市
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
を
放

送
し
ま
す
。
放
送
日
程
や
質
問
内

容
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
掲
載
中
で
す
。

●
放
送
予
定
議
員

（
質
問
順
位
、
敬
称
略
、
７
月
５

日
㈭
か
ら
放
送
予
定
）

目
黒　

哲
也
、
関　
　

常
幸

塩
川　

裕
紀
、
黒
滝　

松
男

佐
藤　
　

剛
、
鈴
木　
　

一

桑
原　

圭
美
、
勝
又　

貞
夫

岡
村　

雅
夫
、
吉
田　

光
利

寺
口　

友
彦
、
清
塚　

武
敏

中
沢　

一
博
、
永
井　

拓
三

中
沢　

道
夫
、
大
平　
　

剛

田
中
せ
つ
子
、
梅
沢　

道
男

【
問
合
せ
】　
保
健
課　

　
　
　
☎
７
７
３

−

６
８
１
１

熱
中
症
を
防
ご
う

【
問
合
せ
】　
議
会
事
務
局

　
　
　
☎
７
７
３

−

６
６
５
０

議
会
の
ラ
ジ
オ
放
送
日
程

～
６
月
定
例
会【
一
般
質
問
】～

に
水
分
と
適
度
な
塩
分
を
と
る

・
屋
外
で
は
気
温
に
注
意
し
、
体

を
締
め
付
け
な
い
涼
し
い
服
装

で
、
帽
子
や
日
傘
を
利
用
す
る

・
作
業
中
や
外
出
時
は
適
度
に
休

憩
を
取
り
無
理
を
し
な
い

・
日
ご
ろ
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
食
事
を
１
日
３
回
と
る
。
特

に
朝
食
は
抜
か
な
い

・
早
め
の
就
寝
を
心
が
け
、
寝
不

足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

・
暑
い
時
期
に
な
る
前
に
適
度
な

運
動
を
し
、
体
力
を
つ
け
て
お

く
熱
中
症
に
疑
わ
れ
る
人
が
い
た
ら

・
涼
し
く
安
全
な
場
所
に
移
動
さ

せ
、
衣
服
を
緩
め
て
寝
か
せ
る

・
室
内
で
あ
れ
ば
エ
ア
コ
ン
や
扇

風
機
な
ど
で
風
を
当
て
、
体
を

冷
や
す

・
脇
の
下
、
太
も
も
の
付
け
根
な

ど
を
冷
や
し
、
可
能
で
あ
れ
ば

水
分
を
少
し
ず
つ
と
ら
せ
る

・「
意
識
が
は
っ
き
り
し
な
い
」

「
自
力
で
水
分
を
飲
め
な
い
」

場
合
は
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼

ぶ

日にち 時間 対象者 事前
申込み 定員 締切り 講師 内容

第１回 8/4㈯ 9：45〜
10：45〜

未就学児
と母親

必要

各回
15組 　7/20㈮

※定員に達
しない場
合は、随
時受け付
けます

梅田愛子さん
（運動指導員）

体の土台づくり・
「ママ編」

第２回 8/26㈰ 10：00〜
11：30

未就学児
とその親

親子
20組

佐藤裕美さん
（イラストレーター）

親子で
手形アート体験！

第３回 9/17
（月・祝）

9：45〜
10：45〜

未就学児
と父親

各回
15組

梅田愛子さん
（運動指導員）

体の土台づくり・
「パパ編」

第４回 11/25㈰ 10：00〜
11：30 祖父母 不要 保健課

保健師・栄養士
楽しい育児講座！

祖父母編

子育て支援学習会 　【問合せ・申込み】子育て支援センター　☎772－7754

・複数の受講を希望される場合は各回ごとに申し込みが必要です。
料金　無料　　会場　子育ての駅「ほのぼの」ふれ愛広場

※第１回は、9：45から０・１歳児コース、10：45から２歳児以上コースになっています。第３回は、同内
容で２回おこないます

掲示板　市などからのお知らせ
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本庁舎で、株式会社アルプス技研業務取締役員北関東事業部事業
部長の河野晶さん、北関東事業部高崎営業所新潟分室長の吉田直人
さんが市を訪れ、車いすの寄贈式が行われました。

創業50周年記念の社会貢献の一環として、介護施設などにおける
福祉機器不足の解消に役立てていただくため、車いすを地方自治体
に寄贈されています。今回、創業者で取締役会長の松井利夫さんが、
当市出身というご縁で、車いす10台を市に寄贈いただきました。

５月29日㈫ 車いすが寄贈されました

５月22日㈫ 市内郵便局と包括的連携協定を締結しました
本庁舎で、市内郵便局と包括的連携協定の締結式を行いました。日

本郵便株式会社から代表主幹地区統括局長の青木進越後上田郵便局
長、三田彰子信越支社長らが出席し、協定書に署名を行いました。

この協定は、市民の満足度の向上と地域の活性化を目的に、安心・
安全な暮らし、子どもの健全育成、人口減少や災害対策など多岐にわ
たる7つの事項で市内郵便局と連携するものです。署名後、市観光協
会ウェブサイトなどにリンクするQRコードを掲載したステッカーと
絵入りはがきの贈呈が行われました。

本庁舎で、小島電設株式会社代表取締役会長の小島重光さん、代
表取締役の小島勉さんが出席し、LED照明器具の寄贈をされたことに
伴い、感謝状の贈呈式を行いました。

会社創立60周年記念の社会貢献事業として、LED照明器具６基を市
内の公園や周辺の市道、本庁舎周辺に設置工事と併せて寄贈いただ
きました。市の環境整備の向上に対し、積極的な支援をしていただ
いたことから南魚沼市表彰条例の規定により、感謝状を授与しました。

５月26日㈮ 環境整備の向上への支援にLED照明器具が寄贈されました

免
許
自
主
返
納
制
度
に
つ
い
て

【
市
民
か
ら
の
意
見・提
案
な
ど
】

　

高
齢
の
親
の
運
転
免
許
証
を

返
納
し
て
、
市
民
バ
ス
と
越
後

交
通
株
式
会
社
の
バ
ス
回
数
乗

車
券
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
住

ん
で
い
る
所
や
、
体
の
具
合
な

ど
を
考
え
る
と
、
バ
ス
停
に
行

く
の
も
た
い
へ
ん
な
た
め
、
な

か
な
か
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
返

納
し
た
の
に
残
念
で
す
。
誰
も

が
利
用
し
や
す
い
形
に
な
っ
た

ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。

（
平
成
30
年
３
月
）

【
市
か
ら
の
返
事
】

　

今
回
申
請
さ
れ
た
「
高
齢
者

運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事

業
」
は
、
平
成
29
年
度
末
で
３

年
目
が
終
了
し
、
事
業
の
見
直

し
を
す
る
時
期
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ご
意
見
の
ほ
か
に
も
、
改

善
を
求
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
今

後
、
次
の
よ
う
に
取
り
組
み
ま

す
。

①
支
援
品
に
タ
ク
シ
ー
券
を
追

加
　

バ
ス
停
ま
で
歩
く
こ
と
が
困

難
な
高
齢
者
の
た
め
、
支
援
品

に
タ
ク
シ
ー
券
を
加
え
る
準
備

を
し
て
い
ま
す
。
新
潟
県
ハ
イ

ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
協
会
と
協
議

を
進
め
、
タ
ク
シ
ー
券
の
様
式

な
ど
詳
細
を
調
整
中
で
す
。
今

後
、
実
施
要
綱
の
変
更
な
ど
の

事
務
処
理
を
経
て
、
タ
ク
シ
ー

券
を
支
援
品
に
追
加
す
る
予
定

で
す
。

②
市
民
バ
ス
の
路
線
を
再
検
討

　

現
在
、
市
民
バ
ス
は
路
線
バ

ス
の
運
行
し
て
い
な
い
地
域
を

補
完
す
る
目
的
で
運
行
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
市
民
の
要
望

に
応
え
て
い
な
い
部
分
が
あ
る

こ
と
も
事
実
で
す
。
そ
こ
で
、

平
成
30
年
10
月
を
目
途
に
、
よ

り
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
、

バ
ス
停
の
位
置
変
更
を
含
め
た

路
線
の
見
直
し
を
行
う
予
定
で

す
。

　

高
齢
者
が
運
転
免
許
証
を
自

主
返
納
し
て
も
生
活
に
不
便
を

感
じ
な
い
よ
う
事
業
の
改
善
を

進
め
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
い

形
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

（
担
当
：
環
境
交
通
課
）

【
問
合
せ
】秘
書
広
報
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市
民
の
声
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市などからのお知らせ　掲示板
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南魚沼市交流大使の委嘱を行いました６月９日㈯ 
八海山おおくらの森ブナ林ステージで、第15回ブナ林コンサー

トが開催されました。平成16年から毎年出演しているフルート奏
者の吉原りえさんを、南魚沼市のさまざまな魅力を伝え、観光客
を含む交流人口の拡大を目的とした交流大使に委嘱しました。

吉原さんは「とても責任のある役職をいただきありがとうござ
います。これからも南魚沼市のさまざまな魅力を伝え、みなさん
のお役に立てるようがんばっていきたいと思います」とあいさつ
をしました。

６月８日㈮

５月31日㈭

栃窪にある苧麻畑で焼畑とネット張りが行われ、越後上布技術
保存協会の指導のもと栃窪小学校の児童８人が作業を手伝いまし
た。

この畑は、越後上布技術保存協会が越後上布の原料となる苧麻
のことを知るために試験的に栽培しています。

児童は、大きなカヤの束を運んだり、カヤが全て燃えたあとは
水をまいて火を完全に消し、そこへ肥料をまき、風よけのネット
を張ったりと、積極的に参加し、一生懸命作業していました。

苧
ち ょ ま

麻畑の焼畑とネット張りを行いました　

大巻小学校の学校田で田植えが行われました

田村 良一さん〔早川〕

種村 茂春さん〔上原〕元六日町収入役

大巻小学校の学校田で田植えが行われ、大巻小学校の全校児童、
五日町小学校の５年生13人、国際大学の学生７人のほか、保護者
やボランティアが参加しました。児童は、育てた苗を丁寧に手植
えしました。顔やお尻を泥だらけにしながら、一生懸命に苗を植
えていました。

大巻小学校と五日町小学校は、平成31年４月から両校を統合し
たおおまき小学校となります。同じ学び舎で過ごすことになる両
校の児童は、お互いに協力して田植えを行っていました。

田村さんは、昭和47年４月に魚沼消防事務組合に消防士として
採用され、昭和52年に起きた上越新幹線建設工事中の湯沢トンネ
ル火災では、犠牲者を出すことなく救助活動を成功させました。
平成23年４月から南魚沼市消防本部次長として、災害発生時には
現地に赴き、災害の陣頭指揮を執り危険な現場での救助活動など
にも尽力されました。

田村さんは、「みなさんのおかげです。この受章は、先輩や同僚
から支えてもらったおかげだと思います」と、語りました。

第30回危険業務従事者叙勲 瑞宝双光章を受章

高齢者叙勲 瑞宝双光章を受章
種村さんは、昭和28年４月に城内村役場に事務雇として採用さ

れ、昭和59年３月までの間、城内村や六日町職員として行政事務
に従事し、昭和59年４月から平成４年３月までの２期８年にわた
り、六日町収入役として町政運営の安定化に尽力されました。

種村さんは、「この受章は、みなさんの支援と家族の協力により
健康に過ごせたおかげです。感謝しています」と、語りました。
※高齢者叙勲は、国家や公共のために功労があった88歳になられ

た人に授与されるものです

みなみうおぬまニュースプラザ News Plaza
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日にち 行事名・時間・会場など

1日㈰ BCリーグ公式戦　新潟 対 栃木
13：00～　ベーマガSTADIUM

4日㈬ 絵本のへや「たなばた会」
10：30～11：30　図書館多目的室

7日㈯ DVD上映会 夏休み前スペシャル「大科学実験１」
10：00～11：20　図書館多目的室

8日㈰ おはなしのじかん
11：00～11：30　図書館多目的室

12日㈭ プラチナデイ DVD上映会「紙屋悦子の青春」
10：00～12：00　図書館多目的室

14日㈯

DVD上映会 夏休み前スペシャル「大科学実験２」
10：00～11：20　図書館多目的室
浦佐夏祭り 
13：00～21：00　浦佐地区・旧浦佐スキー場
塩沢まつり
16：00～21：00　塩沢地区内

15日㈰

猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00～15：00　イオン六日町店２階
塩沢まつり
6：00～21：00　塩沢地区内
浦佐夏祭り 大煙火大会
8：10～21：00　浦佐地区・旧浦佐スキー場

16日㈪・㈷
浦佐夏祭り
10：00～11：00　浦佐白山神社
塩沢まつり 大花火大会
19：45～21：00　塩沢中学校裏

17日㈫ 南魚沼市兼続公まつり
12：00～21：30　兼続通り商店街周辺

18日㈬ 南魚沼市兼続公まつり
7：00～21：30　兼続通り商店街周辺

19日㈭ 南魚沼市兼続公まつり 大煙火大会
8：30～21：30　兼続通り商店街周辺

21日㈯
DVD上映会 夏休み前スペシャル「大科学実験３」
10：00～11：30　図書館多目的室
読書のつどい「あつ～い なつ！」
14：00～15：30　図書館多目的室

25日㈬ 第7回農業委員会総会
14：00～　大和庁舎３階旧議場

27日㈮ 乳幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
10：00～11：30　大和公民館

28日㈯ 南魚沼、本気丼キャンペーンスタート
11月30日まで開催

30日㈪ ひきこもり理解の講演会「ひきこもりからの生きなおし」
13：30～16：00　ふれ愛支援センター2階多目的ホール

カレンダー７月 の 救 医急 療
救急医療のかかり方
①電話をかける
　次の病院に電話で症状を伝えてくだ
さい。重症（意識がないなど）の場合
は119番で救急車を呼んでください。
◆南魚沼市民病院　☎788－1222
◆魚沼基幹病院　☎777－3200
◆齋藤記念病院（脳神経外科救急）☎773－5111
※電話のかけまちがいにご注意ください
②指示通りに受診する
・電話での指示に従って受診してください。
・スタッフの状況や症状などに応じて、他の医療機関

を案内する場合があります。
・緊急度や重症度の高い順に対応するため、診察の順

番が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。
・休日・夜間は検査や人員体制が十分ではないので、

できるだけ通常の診療時間内に受診してください。
◆新潟県『救急医療電話相談』
　☎025－284－7119（＃7119でも可）

夜間に具合が悪くなったとき（発熱、頭痛、嘔吐、
下痢など）にご利用ください。
◆新潟県『小児救急医療電話相談』
　☎025－288－2525（＃8000でも可）

夜間に子ども（15歳未満）の具合が悪くなったと
き（発熱、けがなど）にご利用ください。
・時間　19：00〜翌朝8：00（毎日）

【問合せ】保健課　☎773－6811

◎国の行政制度に対する相談を受け付けています。
７月18日㈬ 13：00～15：00 市役所本庁舎南分館
７月18日㈬ 13：30～16：00 塩沢老人福祉センター
７月23日㈪ 13：30～15：30 大和市民センター

【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773－6660

行政困りごと相談

⃝人口 57,249人（先月比 19）
⃝男 28,037人（先月比 19）
⃝女 29,212人（先月比 0）
⃝世帯数 19,998人（先月比 50）

市民の動き
平成30年
５月末日現在（ ）

　「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報交換」「育児相
談」などにご利用ください。
◎対象　乳児～小学校入学前の幼児とその保護者
※六日町会場のみ小学校3年生までの児童とその保護者
◎時間　９：30～15：30
            ９：30～18：00（六日町会場のみ）

※どの会場にも参加できます。予約は不要です
◎お知らせ
　六日町会場 ふれ愛広場では、第2・第４土曜日の13：30
～14：30にのびのびタイム（親子体操教室）を開催します

（申込み不要）。開催中は、ふれ愛広場の利用はできません。
【問合せ】子育て支援センター　☎772－7754

大 和 会 場　大和庁舎（３階）
　毎週 月・水・木曜日
　７月26日㈭10：30～
　支援講座「歯の衛生」講師：歯科衛生士
六日町会場　イオン六日町店専門店館（１階）
　毎週 月・火・木〜日曜日
　７月20日㈮10：30～
　支援講座「歯の衛生」講師：歯科衛生士
塩 沢 会 場　塩沢庁舎（北棟２階）
　毎週 火・水・金曜日
　７月２7日㈮10：30～
　支援講座「歯の衛生」講師：歯科衛生士

ほのぼの広場

今月の
表紙

　６月８日㈮に栃窪小学校の児童が苧
麻畑の焼畑・ネット張り作業を行いま
した。畑にカヤを敷いて苧麻の新芽を
焼き払い、消火して肥料をまくなど、
一生懸命作業をしていました。


